


聖徒の道
1986年11月 号

本書 は「エンサイン」「ニ ューエラ」「フレンド」

の記事 を抜粋 した， 末日聖徒 イエス ・キ リス ト・

教会の公式刊行物 です。

大 管 長 会 ：エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン ， ゴー ド

ン ・B・ ヒ ン ク レー ，卜一 マ ス ・S・ モ ン ソ ン

十 二 使 徒 定 員 会 ：マ リオ ン ・G・ ロム こ一 ， ハ

ワー ド ・W・ ハ ン ター ，ボ イ ド ・K・ パ ッカ

ー
，マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン ，L・ トム ・

ペ リー ，デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト，ジ ェ ー ム ズ ・

E・ フ ァ ウ ス ト，二 一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ

ル ， ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン ， ダ リ ン ・H・

オ ー ク ス ，M・ ラ ッセ ル ・パ ラー ド

顧 問 ：ジ ョセ フ ・B・ ワ ー ス リ ン， ジ ョン ・

H・ グ ロ ー バ ー グ ， ジ エ ー ム ズ 』M・ バ ラモ

ァ， ヒ ュ ー ・W。 ピ ノ ッ ク

編 集 長 ：ジ ョセ フ ・B・ ワ ー ス リ ン

教 会 機 関 誌 デ ィ レ ク タ ー ：目 ナ ル ド ・L・ ナ イ

トン

編 集 主 幹 ：ラ リー ・A・ ヒラ ー

編 集 副 主 幹 ：デ ビ ッ ド ・ミ ッチ ェル

子 供 の 頁 編 集 ：ダ イ ア ン ・プ リ ン ク マ ン

レ イ ア ウ ト/デ ザ イ ン ：シ ャ リ ・ク ツク

制 作 ：レ ジナ ル ド ・J・ ク リステ ン セ ン

マ ー ケ テ ィ ン グ ・マ ネ ー ジ ャ ー ： 卜一 マ ス ・

L・ ピー ター ソ ン

聖徒の道1986年11月 号 第30巻 第11号

発行所 末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

〒106東 京都 港区南麻布5-10-30

電 話03-440-2351

印刷所 株 式会社 精興社

定 価 年 間予約/海 外予 約2，200円(送 料共)

半年予約1，100円(送 料 共)

普 通号150円 ，大会 号(1，7月 号)350円

IntemationalMagazinesPBMAO518JA

PrintedinTokyo，Japan，.

Copyright◎1986bytheCorporationofthe

PresidentoftheChurchofJesusChristof

Latter-daySaints・Allrightsreserved・

●定期購読は， 「聖徒 の道予約 申し込み用紙 」で

お申し込み にな るか，または現金書留 か振替(口

座名/末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 管理本

部経理 課 振替 口座番号/東 京0-41512)に て ご

送金 いただけれ ぱ，直接郵 送 いた します。●「聖

徒の道」のお申 し込み先……〒106東 京都 港 区南

麻布5-10-30/末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

管理本部経理 課 費03-440-2351(代 表 〉●「聖徒の

道」についての配送のお問い合わせ……〒194東 京

都町 田市小川1704-1/末 日聖徒イエス ・キリス ト教

会 資材 管理 部配送セ ンター/台0427-96-2820

●一 一も く じ

表紙1冬 の ジ ョセ フ ・ス ミス ・シ ニ ァの 家 ，

アル ・ラ ウ ンズ 画 ，マ イケ ル ・ア ー

ラ ン ダ ー夫 妻 の 好 意 に よ リ掲 載

卜一 マス ・S・モ ン ソン第 二副 管長 ジエフ リー ・R・ホランド 1

神権定員会の職務 ジ ョ セ フ ・B・ワ ース リン 9

家に向かって ハインツ・レーデ 15

質疑応答(イエス・キリス トは全宇宙の救い主) ラ リー ・C・ポ ー タ ー 19

モルモネー ド 22

そんなはずはない， リチ ャー ド・W・ク ロム プ 23

チ ヤー チニ ュ ーズ ，各 地の た よ リ

子供のページ(別冊付録)

おもちやばこ 1，8

8さ'いの王 ヨシヤ 「聖典からの物語」よリ 2

エ レン・ピューセ ル ・ア ンサ ン ク シヤ ロン・ビーギ ロウ 5











りと そ う答 えたの で す。

ジ ョンソ ン兄 弟 は， 目に涙 を浮 かべ な

が ら感 激 した様 子 で 言 い ま した。「彼 こそ

ス ウェ ーデ ンの地 で ，私 の 父 や母 に， そ

して家 族全 員 に福 音 を もた ら して くれた

人で す よ。」

そ う した確 か な土 台の上 に， トム とフ

ラ ンシス の ロマ ンス は深 ま り， ふ た りは

つい に1948年10月7日 ， ソル トレー ク神

殿 にお いて，1永遠 の結 婚 を した の です。

「結 婚 したば か りの頃 の トム は
， ワー

ド部 の書 記 を して い ま した し， それ か ら

YM(若 い男性)の 組 織 の 会長 もし ま し

た。 その後， 次 々 と いろ い ろな責任 を与

えられ る よ うに なっ たの です。」モ ン ソン

姉 妹 はこ う振 り返 っ てい ます。「結婚 して

間 も ない新 妻 が， そ れ らに ど う対 応 して

いる のか と聞 かれ た こ とが あ ります が，

夫 が主 の み業 の ため に働 い て いる の を犠

牲 と思 った こ とはあ りませ ん。 それ を通

して私 に も， また子供 た ちに も祝 福 が き

ま した。主 人 は，教 会 のた め にな る こ と

であ れ ば， なす べ き こと を きちん と果 た

す よ う，私 が願 って いる こ とを よ く承知

して い ま した。」

「37年間 の結婚 生 活 で
， フラ ン シスが

私 の教 会 の責 任 に不 平 を も ら した こと は

一度 もあ りませ ん。」モ ンソ ン副 管 長 は愛

情 を込 め て語 って い ます6

「この37年 間
，私 は昼 夜 を間 わず， 何

日間 も家 を空 け る ことが あ りま した し，

集会 で彼 女 と一 緒 に座 る こと もめ った に

で きませ んで した。本 当 に， 彼女 の よ う

な人 は そ うはい ませ ん。 いや1絶 対 にい

ない と思 い ます。 彼女 は あ らゆる面 で私

の支 え にな って い ます。 彼女 は，穏 や か

な奥 深 い強 い信仰 を持 っ た女 性 で す。」

フラ ン シス に支 え られ，数 々の教 会 の

責 任 を こ な しなが ら， モ ン ソ ン兄弟 は，

やが て副 管長 の職 に就 くべ く備 え を着 々

と して い った ので す。

教 育 に非常 に熱心 だ った トム は(ユ タ

大学 で は 「優 秀卒 業 生 賞」 を受 け， ブ リ
'ガ ム ・ヤ ング大 学 で は 「名誉 法 学博 士 号」

を受 け， この大 学 の理事 とな って いる)，

1948年 ，経 営学 を専攻 して い たユ タ大学

を優 等 で卒 業 して いま す。「トムは優 秀 な

学 生 で した。」モ ンソ ン兄 弟 の大学 での 前

学部 長O・ プ レス トン ・ロ ビン'ノン博 士

は当 時 を思 い起 こ して こう語 って い ます。

「彼 の手 が け た もの はみ なAで した。私

は， 彼 の こ とが世 の人 々 に もっ と広 く知

れ わた る 日が必 ず来 る と， 当 時 そ う思 い

ま した。 彼 は大 学 で，私 に よ く手 を貸 し

て くれ ま した。 その後， 私 と一 緒 に教 え

る立 場 に立 ち， それ か らデゼ レ トニ ュー

ズ社 に入 り， 私 と一 緒 に仕事 を し ま した。

後 に なっ て彼 の ため に働 け た こと は私 に

とって す ば ら しい特 権 で す。私 に は， 彼

をひ と りの男 として， また真実 の友 とし

て語 り尽 くす こと はで きませ ん。 ただ言

えるの は， 息子 の よう に愛 して い る とい

う ことだ けで す。」モ ンソ ン副 管長 の決 意

の 固 さ は，教 会 幹 部 に召 さ れて数 年後 ，

ブ リガム ・ヤ ング大学 で経営 学 の修士 過

程 を修 め る と いう彼 の姿 に は っ き り見 る

こ とがで きます。

若 い頃 に就 いた デゼ レ トニ ュー ズ社 で

の広告 業務 の仕 事 は，1959年 か ら1962年

まで， カナ ダ伝 道 部 の伝 道部 長 と して の

責 任 を受 け た こ とで 中 断 し ました。 この

伝 道部 は，地 理 的 に非 常 に広 範 囲 にわ た

って お り， 当時 は まだ ス テー キ部 が ひ と

っ もな く，満 足 な建 物 も数 える ほ ど しか

あ りませ んで し た。

「彼 は その伝 道部 に
， す ば ら しい影 響

を残 して い ます。」以前 宣教 師だ ったF・

ウ ェイ ン ・チェ ンバ レンは 当時 の こ とを

思 い返 して こう述 べ て い ます。「当時 の彼

は， 何 人 かの専 任 宣教 師 よ り年下 で した

し， 彼 自身，伝 道 の経 験 が あ り ませ ん で

した。 しか しオ ンタ リオ州 トロ ン トに着

任 してす ぐ， 彼 は 自分 の責 任 を 自覚 した

ので す。伝 道 部 内 を足早 に一 度 回 った だ

けで， 彼 はすべ て の宣教 師 の名 前 を覚 え，

教 会員 と仲 良 くな りま した。，そ して行 く

先 々 で人 々 を勇気 づ け， つ い に は伝 道部

全 体 を完 壁 な まで に活気 づ けたの です 。」

この若 い伝 道 部 長 の指示 の下 で， カ ナ ダ

東 部 の教 会 は栄 えて い きま した。

ソル トレー ク、・シテ ィー に戻 り，教 会

の い くつ かの 中央委 貝 会 で1年 半 余 り働

いた あ と， トー マス ・S・ モ ン ソンは，

1963年10月4日 ， 十二 使徒 定員 会 会員 に

召 され ま した。

、使 徒 と して の仕 事 の ほか に， モ ン ソ ン

兄弟 は， ボ ーイ ス カウ ト ・オ ブ ・ア メ リ・

カの国 内実 行委 員 会(彼 は この会 よ り，

スカ ウ トの名誉 あ る シル バ ー ・バ ッフ ァ

ロー賞 を受 けて い る)の 仕 事 や一 般市 民

に地域 社会 の改善 を奨励 す る市 民発議 団

体 ，す なわ ち，プ ライ ベー ト・セク ター ・

イニ シアチ ブの， 合 衆 国大統 領(ロ ナ ル

ド ・レーガ ン大統 領)特 別専 門委 員会 の

委 員 として の仕事 な ど， 専 門家 と して ま

た市 民 と して の重要 な義 務 を負 うよ うに

な りま した。

「トム は，対 象 が教会 員 で あ るな しを

問 わず， 同等 に指導 力 を発 揮 し，気 楽 に
の

行 動 してい ます。」十 二 使徒 定員 会 にあ っ

て 同僚 で あ った 二一 ル ・A・ マ ック ス ウ

ェル長 老 は こ う語 って い ます。「彼 の優 れ 一

た経 営 力， 行政 手腕 は，学 問 を通 して，

また専 門家 と しての い ろい ろ な機 会 を通

して のみ培 われ た もの で はあ りませ ん。

もっ と奥深 い もの， そう， 生 まれ なが ら
そな

に具 わ って い た もの と言 える か も しれ ま

せん。 彼 は， あ ま り時 間 をか けず に問題

の内容 を把握 し，頭 に入 れ るこ とので き

る人 で す。 ほ かの 人 たち が どこ か ら手 を

つ け よう か と迷 って いる 間 に， 彼 は ほ と

ん どの 問題 の重 要 な部分 を詳細 に把 握 し

て しま うので す。」

ロ ーマ カ トリッ ク教 会 の会員 と して，

ソル トレー ク地 域 の指 導者 で あ り'，ソル

トレー ク トリビ ュー ン誌 の かつ ての発 行

者 で あ る ジ ョン ・W・ ガ リバ ンは こ う述

べて い ます。 「トム・モ ンソ ンに出会 った

こ との あ る人 は， み な彼 の友 達 にな りま

す。 この暖 か みの あ る誠 実 な人 ， 人々 に

愛 を惜 しまな い彼 が隣 人 を愛 す るの は，

戒 めだ か らで は あ りませ ん。 トム ・モ ン

ソン は， 全 人類 を愛 す る人 だか ら こそ皆

さんの友 達 になれ るので す。 これ は， 彼

の持 って生 まれ た性格 で し ょうρ トム ・

モ ンソ ンが大 管長 会 に昇進 した ことで，

この教会 は友 情 を通 し， この地域 に特 別

な一致 を もた ら して くれ ま した。」

末 日聖 徒 以外 の人 々 との仕事 を通 して

身 につい た， モ ンソ ン副 管長 の外 交 手腕

は，20年 近 く に もお よぶ東 ヨー ロ ッパ諸

国 で の活 躍 の中 に は っきり と現 われ て い

ます。1982年8月 ， 東 ドイツ に最 初 の ス

テー キ部 が組 織 され る まで にこ ぎつ けた

あ と，1985年6月29日 ， フ ライベ ル グに

神 殿 が献 堂 された ことで， 彼 の個 人的 な

夢 が 成就 し ま した。



「モ ンソ ン兄 弟 が いな か った ら
， ヨ ー

ロ ッパ の この地域 の発展 はな か った で し

ょう。」親 友 で あ り， ヨー ロ ッパ地域 会 長

の ジ ョセ フ ・B・ ワー ス リン兄 弟 は こ う

語 って い ます。「現在 こ こに は，ステ ー キ

部 もワー ド部 も教 会 堂 も， そ して奇跡 中

の奇 跡 で あ る神 殿 もあ ります。 トム は，

自分 の持 て るすべ て を， そ う シ ャツ さ え

も ここの聖徒 た ちの ため に捧 げ たの で す。

私 は，彼 が実 際 にス ー ツや シ ャツを， そ

して靴 な ど を人 々 に あげ て いる のを見 ま

した。東 ヨー ロ ッパ の貧 しい聖 徒 た ち に，

スー ツ を20着 は あ・げ て いる と思 い ます。

彼 は， み な着古 して捨 て よ う と思 って い

た ものだ と言 うの で すが， 私 には まっ た

タ新 品 に見 えま した。」

23年 間 にわ た る十二使 徒 評議 貝 会 の会

員 と して， モ ンソ ン兄 弟 が管理 者 と して

活 躍 した責 任 は， そ れ はま た貴重 な訓練

で もあ ったわ け です が，末 日聖 徒 と して

の全 生涯 にわ た るほ どの もので した。 伝

道 ，福祉 ，教 育 ， 系図 ， ホ ーム テ ィー チ

ング，.指導 者 の訓練 ， コー リレー シ ョン，

カ リキ ュラ ムの展 開，神 権 定員 会 お よび

補 助組 織 のプ ロ グ ラム な ど，実 に 多方 面

に及 んで い ます。「彼 は組織 化 にお ける天

才 で す よ。」パ ッカー長 老 は そ う語 って い

ます 。 「重 要 な問 題 を， 必要 な経 路 を経

て， さ らに は必 要 な点 検 を受 け て う まく

処 理 して い ける人 を選 ぶ と した ら，私 は

トム ・モ ンソ ンを選 ぶ で し ょう。」

「彼 の生 活 は
， 彼 の頭脳 と同 じよ うに

非 常 に整然 と してい ます。」モ ン ソン副管

長 の有 能 な秘書 リン ・F・ カ ンネ ジー タ

ーが語 って い ます
。「彼 は決 して 引 き延 ば

す こ とを しない人 で す。 で すか ら忘 れ る

とい うこ とがな いの で す。」そ う した幅 広

い経験 と優 れ た能 力 は・教 会 の大 管長 会

エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン大 管長 ， ゴー

ドン ・B・ ヒンク レー第一 副 管長 と共 に

座 し， 討議 す る召 しに ある彼 に とって重

要 な力 とな うて い るに違 い あ りませ ん。

1974年8月 の あ る週 の こ とで す。 モ ン

ソン長 老 の ス テー キ部 大会 での責 任 が変

更 にな り， 長 老 自身 が ルイ ジアナ州 シ ュ

レブポ ー トス テー キ部 に行 くとい う予期

せ ぬ出来事 が起 こ りました。 土 曜 の午後

は，数 々の集会 で スケ ジ ュー ル が い っぱ

いにな うて い ま した。 そん な 中で ス テー

キ部長 はす まな さそ うに， ガ ンに冒 され

た ク リス タル ・メ ス ビ ンと い う10歳 の子

供 に祝 福 を授 けて もらえ な いか ど うか，

モ ン ソ ン兄弟 に尋 ね たの です。・モ ンソ ン

兄 弟 は快 く引 き受 け る旨 の返事 を し， そ

の子供 が大会 の会場 まで来 るの か， それ

とも シ ュ レブ ポー トの病 院 にい るの か を

尋 ね ま した。 ス テー キ部長 は言 い に くそ

うに， ク リス タル が シ ュ レブポ ー トか ら

何 マ イル も離 れ た彼 女 の家 に居 り， そ こ

を離 れ る こ とがで きな い状 態 にあ るこ と

を話 し ま した。

集 会 の スケ ジュール を調 べ， 時 間 が取

れ な い こと を知 った モ ン ソン長 老 は，1代

わ りにス テー キ部大 会 の 中で， 出 席者 の

祈 りに彼 女 の こ とを加 える よ うに提 案 し

まし た。 そ して，主 が きっ とわ か って く

だ さ り， メス ビン家 の人 々 を祝 福 して く

だ さ るに違 い な い と慰 め の言葉 を述 べ た

ので す。

モ ンソ ン兄 弟 には知 らされ て い ませ ん

で した が， ス テー キ部大 会 よ り前 に， ク

リス タル の足 は切 断 され， その後 ， ガ ン

が彼 女 の小 さ な肺 に まで転移 して い る こ

とが わ か った ので す。 当初 ，教 会幹 部 か

らの祝 福 を受 け る た め に， ソル トレー

ク ・シテ ィrま で 出 かけ る計画 が 立 て ら

れて いま した。 メ ス ビ ン家 には，個 人的

な知 り合 いの幹部 が い ませ ん で した ので，

家 族 は教 会幹 部全 員 が写 って い る1枚 の

写 真 をク リス タル の前 に置 きま した。 す

る と彼 女 は トー マ ス ・S・ モ ンソ ン長 老

を指 さ し， 「こ の 人 に祝福 し て も らい た

い」 と言 った の です 。

しか し， ク リス タル の症状 が急 に悪化

した た め， ソル 、トレー ク行 き が見送 られ

たの で した。 彼女 の 肉体 は衰 えて い き ま

した が，信 仰 は違 い ま した。 彼 女 は こ う

言 ったの で す。「ス テー キ部大 会 には教会

幹部 が来 られ るんで す もの。 モ ン ソン兄

弟 が来 られ ない はず な いわ。 私 の方 か ら

兄弟 の所 へ行 か れ ない んで す もの， 主 は

兄弟 を私 の方 へ送 って くだ さ るわ。」時 を

同 じ くして， モ ンソ ン兄 弟 の ステ ー キ部

大会 での責 任 は変 更 され ， シ ュ レブ ポー

ト行 きが決 ま ったの で す。

ク リスタル ヘ の最 後 の願 い と して，家

族 は彼女 のベ ッ ドの そ ば にひ ざま ず き，

モ ンソ ン兄 弟 の訪 問 を受 け る機 会 にあ ず

かれ る よ う， も う一 度 だ け祝 福 を求 めて

祈 る こと に しま した。

ステ ーキ部 長 の方 か ら， モ ンソ ン兄 弟

が多忙 な スケ ジ ュール の ため ク リス タル

を訪 問 す る ことが で きな い とい う言葉 を

聞 い た メ ス ビン家 の人 々 は，理 解 は しな

が ら も， 非常 に落胆 して しまい ま した。

家 族 は も う一 度 ク リスタル の ベ ッ ドの周

りにひ ざ まず く と， モ ンソ ン兄 弟 の手 に

よ る祝 福 を受 けた い とい う彼女 の願 いが

かな え られ る よ う彼 女 の ため に嘆願 しま

した。

メ ス ビ ン家 の 人々 が ク リスタル の ベ ッ

ドの周 りにひ ざ まず いた そ の瞬 間， モ ン

ソ ン長 老 は土 曜 の夕 方 の部 会 の最後 の話

者 と して，、原稿 をそ ろえ て いた ので す。

と ころ が，説教 壇 に向 か う彼 の耳 に， 短

いな が ら聞 き慣 れ た次 の メ ッセ ー ジが さ

さや きとな って はっ き り聞 こえ たの です。

「幼 な子 らを わた しの所 に来 る ま まに し

てお きな さい。 止 めて は な らな い。神 の

国 は この よ うな者 の国 で あ る。」(マ ル コ

10：14)

モ ンソ ン兄 弟 の 目には涙 が あ ふれ， 原 .

稿 が か すん で し まい ま した。会 の テーマ

に添 って進 め よ う とす る ので す が， ク リ

ス タル ・メス ビ ンの名 前 と姿 が ど う して

も頭 の 中か ら消 えな いの で す。 非常 に は

っ き りと現 われ る 自分 の貴 重 な賜 に常 に

忠 実 で あ った彼 は， その霊 的 な さ さや き

に聞 き従 った ので す。 彼 は， 混乱 を招 き，

犠 牲 を強 い るこ とが あ って も， 翌 日の大

会 ス ケジ ュー ル を大 幅 に変 更 す る;と を

指 示 した ので す。 そ れか らまた集 会 は続

け られ ま した。

日曜 の早 朝， 何 キ ロ も車 を飛 ば した あ

と， モ ン'ノン長 老 は， 病 の ため に立 ちあ

が る こ と もで きず， 弱 り果 てて話 す こと

もで きな い ひ と りの子 供 を見 つ め て いま

した。 彼女 はす で に 目も見 え な くな って

い ま した。 その場 面 と主 の 強 いみ た まに

心動 か され たモ ンソ ン兄 弟 は， ひざ まず

く と子 供 の弱 った手 を取 りました。 そ し

てそ っ と こう呼 び か けたの で す。「ク リス

タル， 私 は こ こ にい るよ。〕

す る と彼 女 が精 い っば いの力 をふ りし

ぼ り，弱 々 しく答 え ま した。「モ ン ソン兄

弟 ， きっ と来 て くれ る と思 って いた わ。」

この い と しい子供 の身 も霊 も， そ の心



頓 ，理闘 隅，

「 騰

謹
鍵

窮

蒙

き

灘撒 灘
覇

灘鑓蒙
詑 灘 電

、 燕

驚

で　

蕪 麟鞭
脚 識

灘

毒
臨 繋

醇轍

轟

擢1

嗜嗜

ヨ　 こ

轄
、 麟 騰 ロ

鍵ド　ドドドド

　
義製1響1霞

窺

難

萎

難灘

、欝

鐸

騰
灘

左上 ：lg81年 ，プ リガ ム ・ヤ ング 大学 よ リ名 誉 あ る，

博 士 号 を受 け る モ ン ソ ン長 老 。 左下 ：モ ン ソン 副 管

長 は ，生 涯 の 趣 味 と して ハ トを飼 育 して い る。2羽

の ハ トを観 察 中 のモ ン ソ ン副 管 長 。 左 ：31歳 で カ ナ

ダ伝 道 部 を 管 理 す る召 しを 受 けた信 仰 の人 ，慈 愛 の

人 ， 卜一 マ ス ・モ ン ソ ン長 老 。上 ：モ ン ソ ン長 老 ご

一 家 。(1982年)左 か ら トー マス ・L， ク ラー ク'S，

モ ン ソ ン副 管 長 ，ア ン ・モ ン ソン ・デ イ プ ，モ ン ソ

ン姉妹(椅 子 に座 って い る)。
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鑛

嚢騰

難

打 つ シー ンを見 守 って くだ さっ て いた に

違 いな い天 父 の愛 あ るみ手 にゆ だね る と

い う祝 福 の 言葉 が述 べ られ ま した。 や っ

と聞 き とれ る ほ どの彼女 の「あ りが と う」

とい う言 葉 は， その祝福 に対 す る， また

彼 女 の歩 ん で きた す ば ら しい信 仰 に満 ち

た生 活 に対 す る感 動 的 な祈 りとな りま し

た。翌 週 の木 曜 日， モ ンソ ン長 老 によ り

提 出 されて い た彼女 の名 前 が ，大 管長 会，

十 二使 徒 評議 貝会 の祈 りの輪 に加 え られ

て いた 頃， ク リスタル ・メ ス ビ ンの汚 れ

な い霊 は，病 気 に侵 され た 肉体 を離 れ，

神 の安 息 に入 っ たので す。

父親 として のモ ンソ ン兄 弟 は， これ ま

で非 常 に 多忙 な 日々 を送 っ て きま した が，

3人 の子 供 た ち はだれ ひ と りな お ざ りに

されて 毒た とは思 って いませ ん。「ほか の

父親 た ち は，私 たち の父 よ りもっ と家 に

いる 時間 が 多か っ た と思 います 。 で も，

私 た ちの 父が私 た ち と一 緒 に行 動 して く

れ た ほ ど彼 ら炉子 供 た ち と接 して き た と

は思 え ませ ん。私 た ちは，何 をす る に も

いつ も一 緒で した。 これ は大 切 な思 い出

です。」

モ ンソ ン家 の長 男 トム は， カナ ダ伝 道

部 で の多忙 な何 年 間 か は， 父 親 と自由 な

時 間 を過 ごす ことが ほ とん どな か った と

言 って い ます 。(カ ナ ダ伝 道 部 に い た頃

は， 宣教 師や ほ かの伝 道部 か らの お客 を

交 え ず， モ ン ソン家 だ けで食事 を した の

は，3年 間の うち3日 間 だ けで した)し

か し，幼 い トミー は， 毎 晩寝 る前 に2階

の父 親 の事 務所 に行 き， 父親 が何 を して

いる と きで も必 ずチ ェッカ ーの相 手 を し

て も らっ たの で す。「これ は その後 ，数 年

して私 が ケ ンタ ッキ ー州 ル イ ビルで 軍隊

の初歩 訓 練 を受 けて いて肺 炎 に な った と

き， 父 がわ ざ わ ざ祝 福 しにや っ て来 て く

れ た と きと同様 にす ば ら しい思 い出 とな

って い ます。」 トム は こ う語 って い ます。

ア ンが覚 えて い るの は， 父親 の ブ リー

フ ケー スが い つ も開 い て いた こ と， そ し

て父親 が そ の 中の書 類 に 目を通 しなが ら

も，子 供 た ち を じゃ ま物 扱 い せず， 自分

の仕事 の一担 を理 解 させ よ うと，必 ず霊

的 な経 験 を話 して くれ た こ とです。「一番

楽 しい思 い出 は， 日曜 の夜 ， ス テー キ部

大 会 で の責任 や伝 道 部 の出 張 を終 えて 帰

宅 した父 が， 祝福 師 を召 す とき に特 別 な

霊 感 を受 けた こ とや宣教 師 たち との面接

で得 た信 仰 が 強 まる よ うな経験 を話 して

くれた ことで す。」モ ンソ ン家 の子供 た ち

は， その よ うなす ば らしい話 を た くさ ん

知 って い ます 。 と いう の も， 彼 らの父 親
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上 ：心 温ま る話 の多い ，モン ソン副管長。右上 ：デゼ

レ ト・プ レス社で ，当時総支配人だ った トーマス ・S・

モンソンと一緒のデ ビッ ド・O・マ ッケイ大管長。右下 ：
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が毎 日， 毎週 ， 毎 月召 しを与 える際 に，

また何 らかの行 動 を と る際 に特 別 な力 を

受 け，霊 感 に満 ちた さ さや き を聞 いて い

るか らな ので す。

息子 の クラ ーク は，感 動 的 なす ば ら し

い経験 を して い ます。釣 りの途 中 で父親

に リール を巻 く よう に言 われ たの です 。

彼 が 釣 り糸 を巻 き終 わ りり さ お を船

の中 に置 く と， モ ンソ ン兄 弟 が言 いま し

た。「5分 後 に，お兄 さん の トムが弁 護 士

を開業 す るた めの試 験 を受 ける こ とに な

って いる。 この 日の ため に， 法律 学校 で

3年 間一 生 懸命勉 強 して き たが， きっ と

ドキ ドキ して い る と思 うん だ。 船 の 中 だ

け ど， ひ ざ まず いて お祈 りして あ げよ う。

最初 私 が す るか ら， その あ と頼 んだ よ。」

「あれ はぽ くに とって最 もす ば ら しい

経験 とな りま した。」後 にク ラー ク はこ う

語 って い ます。 それ か ら数 年後 ， 彼 は ま

た もすば らしい感 動 的 な経 験 を して いま

す。 父 親 が車 の 向 きを変 え， ク ラー クに

タカ の巣 を見 せ るた め にわ ざわ ざ60キ ロ

以上 も運 転 して くれ たの で す。「父の そ う

した行 動 は，別 に驚 くこ とで はあ りませ

ん。 父 は， 困 っ てい る人 々 を見 る とい つ

も こうい う こ とを して きた ので すか ら。」

十代 の トム ・モ ン ソンが プ ロボ 川 で泳

いで いた と きの こ とです。 休 暇 で来 て い

た人々 が取 り乱 した様 子 で何 や ら叫 んで

いま した。仲 間 のひ と りが川 に転 落 し，

押 し流 され て渦 にの み込 まれ そ うだ とい

うので す。 その瞬 聞， 女 の人 の姿 が トム

の 目に飛 び込 んで きま した。彼 は， その

女 の人 の方 に泳 いで行 き， つ ま先 をつか

む と岸 の方 に向 かっ たの で す。

「女 の人 の命 を救 った と いう こ とで
，

み んな か ら大変 感謝 され ま した。 で も，

私 は偶 然 ち ょう どい い時 に， ち ょうど い

難

い所 に いた の で， 手助 けが で き たん だ と

思 います 。」モ ン ソン兄 弟 は後 に こ う語 っ

て います 。

確 固 と してみ た まの導 きに従 う近代 の

二 一 フ ァイ， トー マス ・S・ モ ン ソンに

とって，この ようなこ とは 日常 茶飯 事 の よ

うに起 こってい ます 。彼 はち ょう どいい時

に， ち ょう どい い所 で， 常 に 「主 の用 向

を有 て る者 」 と して活 躍 して いる ので す。

醗一

ホームティーチャーへの提案

ホームティーチヤーは，この記事を用

いて，新たに第二副管長として召された

トーマス ・S・モンソン長老の紹介や任

務について紹介するとよい。

1

2.

新たに召された大管長会についての

あなたの気持ちや証を述べる。

大切だと思われる部分を担当家族と

・共に読む。

1日 璽 闘



神権定員会の磯務

七十人第一定員会会長会

ジ ョセ フ ・B・ワー ス リン の

18
29年5月 末 か6月 の初 め に， メ ル

ケゼ デク神 権 が回復 され た結果 ど

の よ うな こ とが起 こる かに つい て，予 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミス の周 りに いた人 々 が

どれ ほ どよ く理 解 して いた のか を私 は と

き どき疑 問 に思 い ます。 ペ テ ロ， ヤ コブ，

ヨハ ネが ジ ョセ フ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・

カウ ドリに現 わ れ た結果 ， いつの 日にか

地 上 の95力 国 に及 ぶ70万 人 以上 のメル ケ

ゼ デク神権 者 と，3万1，000の 定 員会 やグ

ルー プ か ら成 る世 界 的 な神 権組 織 が で き

る こ とを予 測 した人 は，予 言者 以外 に は

お そ ら くほ とん どい なか っ た こ とで し ょ

う。 も し， 年2回 開 かれ る総 大会 の神 権

会 に集 うた く さんの兄 弟 た ち， あ る いは

全世 界 の教 会 で毎 週 日曜 日に各 定員 会 に

出席 す る何 千 人 もの 兄弟 たち を見 る こ と

がで きた ら， き っと彼 らは驚 くに違 いあ

りませ ん。

この神権 者 の軍 勢 には，「人 に ……永 遠

の生命 と を もた らす」(モ ー セ1：39)と

い う神 権 の偉 大 な業 と主 の目 的 を遂行 す

る実 に大 きな責 任 が あ ります。 ス ペ ンサ

ー ・W・ キ ンボ ール大 管長 は この み業 を

さ らに強調 し， 教会 の使命 は福 音 を宣 べ，
まつた

聖徒 た ちを完 き者 と し， 死者 を績 う こ と

で あ る と述 べ ま し た。(1981年4月 総 大

会)

これ らの重 要 な 目標 を達 成 す るた め に，

神権 プ ロ グラ ムが それ ぞ れ組織 され て い

ます 。 すべ て の神 権 定 員会 は次 の事 柄 を

達 成 す る よ う努 力 して い ます。(1)個 人

を霊 的 に強 ゆ る，(2)父 親 と家族 を強 め

るヅ(3)伝 道 を行 な う，(4)系 図 と神

殿 の義務 を果 た す，(5〉 家族 が物 質 的 な

メルグゼデク神権定員会指導者たちには，

その会員たちが よりよの夫そしτ父親になるよう

教え訓練する責任があります。
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必要 を満 たす よう助 ける，(6)常 に教会 貞

を守 護 す る。定 員会 は， メル ケ ゼ デク神

権 者 と父親 を訓 練 強化 して，神 権 の責 任

を果 たせ る よう にす るた め の主 要 な機 関

で す。 ほ とん どの教 会 の霊 的 な職 務 は，

神 権 定員 会 の責 任 とな って い ます。 ジ ョ

セフ 』F・ ス ミス大 管 長 は個 々 の神権 組

織 の重要 性 につ いて，1906年 に この よう

に述 べ て い ます。

「私 た ち はこ の世 に長 く生 きる な ら
，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 のす べ て

の 神 権評 講 員会 が ，・自らの 義蕎 を悟 塑ゲ1

責任 を引 き受 け， そ の召 しを全 力 を尽 く

して遂行 し1漢 知 と能 ガ の及 ぶ範 囲 で最

犬 限に教 会 にお ける役 職 を果 た すβ の来

るの を 目にで き，るで あ ろ う。，その 日が来
■

バr -q

れば，現在補助組織によって行なわれて

いるζピ1まそれほど挙要ではなくなるだ

ろう。なぜ参う，、神権の正規の定貝会に

よ?て 貨塗われ喬勘 らである。主は初め ・

か艇 菊 鴎 韻 てお鱒 た・そこ、'

で主は嬉 肇 の螺 榊 権の磯 鱒

織によっ肺 た獺 灘 熱 奪・」(F獅費 ，
の教義」直エ5の

教会磐 ととも・醗 露 雛?鰍 .粛
ルケゼデク神権定員会の般割癖，.'、塗第鱈 一

大きくなってき離 た・麟 難 鰹 神

権硲職務の将来にっい亡1ジ ヨン'ドA・ ・

.ウイッツォー長老は，11937年に次のよう

に説明してい ます。，』、
「教会の組織は，神権への単なる補勘＼

でしかない。神権定員会は指導的地位を'

占めている。したがってほかのすべての

教会組織への模範となるよう，ふさわし

く管理運営し，忠実に職霧を果き廓 完

全な奉仕を行なわなければならない。」 ・

(「インプルーブメンド・エラ」1937年12

月号，p.760)

個人を霊的に強める

すべての教会プログラムや活動の根本

は，個人を霊的に強めることであり，普

通それは個人に福音を教えることによっ

て達成されます。主はこの責任をメルケ

10
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ゼ デ ク神権 定 員会 指 導者 に与 え られ， 長

老 定員 会 会長 は， 誓約 に従 って定員 会 会

員 を教 え なけ れば な らな い と言 われ ま し

た。(教 義 と聖約107：89参 照)こ れ は毎

週 日曜 日の定 員 会 レッス ンの基 本 目標 と

な っ，て い ます。

1974年 以来 ， 聖典 が教 会 の メル ケ ゼ デ

ク神権 定 貝会 のカ リキ ュラム とな って き

ま した。「メル ケゼ デ ク神 権 者用 個 人学 習

ガィド」が1聖卑の個人濁謬び定馬会学

習卯手引きどし1て出版誉弗ています5定

員会指導者には，兄弟たちに福音の教義

零葺紛を教える責任魁あ、ゆ、零熟 淳た，

題 蝕 恥 鱗 』鰻 鱒 撰 零騨
，っ騰 郷 轍 袖 く鱒 型 離 ん・、』`バ塑

テ怨 ・(ユ然 購39鴨 趨
の大祭司グルサプ鶴r禰 し，た昨 導

剣・に取り緯んでき声墜懸占、1グル7ズリ憤
外 の啄 吻 ム1・鰍 鷲 ㍗ ラ シ

，ド融 備 黙 懇r・矯 融 七 プ集
会ぞ9レ艶熟ンを印分たお驚糞蕉奪.もっ
て果たし轡 ま襲 客麗 鍵 必要緬

、ズい髄 のを瀦 嬬 価1瞬熱1舗 じ

却 ッス海 騨 纏 ドか轡 禦 韻 ・
グループのほ拗 会賞麟 欄 璽章鱗
・羅頼客掻 ぐと溺噂り藩す外・，自発自身饗

範 犠し幽 ヅ壁 鞭 鞭 調 鰐痔簿

のゆ 癬 鰐 塑 ブ 鱒1麟 購 の

驚 鷺 離 聾 惣糞麹こ
マ47獅

、ラ醗 嫌 は1侮 週行なわ
縄 樺 会め騨 の鰹 韓 き・聾 り

φ 物断 寮 甥 露 鯵 嘩 い立ちに
'つ瞳 の鋤(』跨 脚 溝 鞭 轡1蓼

辮 離9め 謁 、に鰭 聯 鵬 連帯感
と繊 鹸 鵜 曜 や言瞬 鱒 穿る'こ

とを奨励肇 寵 が鰭 ま襲 ζのよう

な話ば レッスンや伝達事項どともにテ
ープに吹1き込まれ，病気の人や初等協会

の教師をしている人など，出席できない

グループメンバーに渡されます。生い立

ちについての話が全員に行き渡ったら，

今度は同じように，毎週ひとりの兄弟に，

霊的な体験について話してくれるよう頼

む予 定 ぞ す。

個 人 を霊 的 に強め る仕事 を さ らに一 歩

進 め る と， お休 み会員 を活発 化 させ る重

要 な仕 事 が あ り ます 。 その た め には，真

心 か らの愛 を示 し，神 殿 準備 セ ミナ ーを

行 な っ た り， 家庭 で個 々の 家族 を教 えた

りします。そ れ は救 い主 が，ル カ15：4-

6の 中で言 われ た，偉 大 な る腰 いの仕事

で す。

「あな たが た の うち に
， 百匹 の羊 を持

って い る者 が い た とす る。 そ の一 匹が い

な くな った ら， 九十 九 匹 を野原 に残 して

部い て， い な くな った一 匹 を見 つ け る ま

で は捜 し歩 かな いで あ ろ うか。

そ して見 つけ た ら， 喜 ん で それ を 自分

の肩 に乗 せ，

家 に帰 っ て きて友 人 や隣 り人 を呼 び集

め，『わ た しと一 緒 に喜 ん で くだ さい。い

な くな った羊 を見 つ け ま した か ら』 と言

うで あ ろ う。」

フ ェ デラル ・ウ ェイ(ワ シン トン州)

ステ ー キ部 の神 権 定員 会 は，C・ テ リー

グラ フ ステrキ 部 長 の指 導 の下 に，1977

年 に ス テー キ部 が組織 され て以来 ，300人

以上 の長老 見込 み会員 を活発 化 す る こ と

が で き ま した。 ス テー キ部 長 は， メル ケ

ゼデ ク神 権 定員 会 にそ のプ ロ グ ラムの責

任 を与 え， ステ ーキ部 メル ケ ゼ デク神 権

委員 会 を組 織 して定員 会指 導 者 を訓練 し，

毎週 進 歩状 況 の報 告 を受 け ました。

有 能 な神 権者 とそ の妻 が召 され，不 活

発 な家族 の フ ェロー シッパ ー兼教 師 と し

て割 り当 て られ てい ます。不 活発 な家族

は， 毎週 神 殿準 備 セ ミナー に出席 し， さ

らに割 り当て られた夫 婦 によ り， その週

の 間 に もう ひ とつの レ ッス ンを受 け ます。

ステ ーキ部 の長 老 定員 会 が組 織運 営 す る

セ ミナー が，各 ワー ド部 で年2回 開 か れ

ます。成 功 の鍵 は，毎 月定 期 的 に継 続 し

て プ ログ ラ ムを実行 す る こ とで す。 一定

の期 間 が たつ と， 活発 にな っ た会 員 が増

え， 集会 へ の 出席率 も高 ま り，什 分 の一

の律 法 が守 られ る よう にな りま した。

ジ ョー ジ ・ス キ ッ ドモ ア は2，3年 前，
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神権者は，次のような伝道奉仕を行なうこどが～まます。

すなわち，伝道に出る，非教会員ど友達になる，

子供たちを伝道に出すよう準備する，

そ しτ伝道を経済的に援助するなど～す。

サニ ーベ イル(カ リフ ォル ニ ア州)第4

ワー ド部 長老 定員 会 の会 長 で した。彼 は

定貝会 の不活 発会 員 を強 め る とい う責 任

と真 剣 に取 り組 み， 不 活発 な夫婦 を 自分

の家 に招 待 し， 特別 に選 ば れ た教 師 に よ

り， 「神 殿準 備 セ ミナー」を用 いて福 音 を

教 えま した。3，4年 に わた って年2回

開 かれ たセ ミナ ー に よ り， 多 くの 立派 な

会 員 が 活発 にな りま した。 その 中 には，

現在 の ワー ド部 指 導者 も多 く含 まれて い

ます。 スキ ッ ドモ ア兄 弟 は， 現在 ワー ド

部 の監 督 と して， その仕事 を引 き続 き指

導 して い ます。 ドン ・グ ラ ッ ドレイ は，

自分 自身 この セ ミナ ー を通 して活 発 に な

聖徒 の道/1986年11月 号

り， 現在 は長老 定 員会 会長 と して，定 貝

会 の この職 務 を受 け継 いで い ます。

父 親 と家 族 を 強 め る

「父親 は指導 者 で す。 そ れ も最 も大 切

な指 導 者 で す」 と， キ ン ボール 大管長 は

述 べ て い ます。「父 よ，あ なた は正 しい道

を歩 んで い るか 」 と いうパ ンフ レ ッ トか

ら引用 し ま しょ う。「それ は過 去 にお いて

もそ うで した し，将 来 も変 わ りないで し

ょう。 父親 は， 永遠 の伴 侶 の助 け と助言

と励 まし を受 けな が ら， 家庭 に あって管

理 す る人 で す。 これ はふ さわ しいか ら と

か資格 が ある か ら とかに かか わ りな く，

神 が 定 め た律 法 で あ り神 との約 束 な ので

す。」(「聖徒 の道 」1975年12月 号，p.531)

家 族 に対 す る責任 を果 たす た めの訓練

を受 ける こ とは， 父親 に とって大 きな利

益 とな ります。 メル ケゼ デ ク神 権 定員 会

は， 父親 が その訓練 を受 け て いるか を見

届 け る責 任 を持 って い ます。神 権 会 の レ

ッス ンは定 期 的 に家族 の テー マを取 りあ

げて お り， 定員 会 指 導者 た ち は， あ らゆ

る所 で，定 員会 会 員 が， よ・りよい夫 とな

り父親 とな る よ う教 え， 訓練 す る責任 を

ます ます 強 く感 じて いま す。

ア ラ ン ・バ クザ ック は， オ ーバ ー ン(ワ

シ ン トン州)第1ワ ー ド部長 老 定員 会 の

お休 み会 員 で した。 ワー ド部 の定員 会指

導 者 た ち は， 彼 に特 別 な 関心 を持 ち，彼

が父親 として もっ とよ い模 範 となれ る よ

う に助 け る こ とに しま した。 そ こで， ア

ラ ンと知 り合 い にな っ た ラ ッセ ル ・ス ラ

イ とロー レンス ・ハ ー トレーが， アラ ン

に， 家庭 で模 範 的 な 父親 とな り， 指導 者

とな る こ との大 切 さを教 えま した。 そ し

て， その 訓練 が長 老 定員会 で受 け られ る

こ とを話 す と， ア ラ ンは聞 き入 れ， 定員

会 の集 会 に出席 し， よ りよい模範 とな る

よ う努 め ま した。 彼 の 息子 は後 にイー グ

ル スカ ウ トに な り， 伝道 に出 ま した。 ア

ラ ンは立 派 な父親 に な り， スカ ウ ト隊長 ，

ス テー キ部伝 道部 長 ， そ して監 督 にな り

ま した。 彼 は今 ， 自分 の ワ ー ド部 の兄 弟
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たち に， 模 範 的 な父親 とな る こ との 大切

さ を教 えて い ます。

リ トル トン(ニ ューハ ンプ シ ャー州)

第1ワ ー ド部長 老 定員 会 の ア ラ ン ・グ ラ

チ ャ ン会 長 も， 家族 の霊 的 な進 歩 に対 し

て， 父親 が も っと大 きな役 割 を果 たせ る

よ うに全 力 を尽 く して助 け て い ます。彼

は定員会 会 員 に， 家族 の一人 一 人 と定期

的 に話 し合 い， 教会 の召 し，神 権 の聖任 ，

初 等協会 か らの進 級 な どの事 柄 を準 備 す

る よ う教 え，励 ま し ます。 また定員 会指

導 者 として ホー ム テ ィー チ ングや個 人面

接 で模 範 を示 し， いつ も定員 会 の兄 弟 た

ちの私 生 活 や問題 につ いて話 を聞 いて，

何 か助 け る ことが な いか ど うか尋 ね る こ

とに して いま す。

そ して， こ のス テ ーキ部 の すべ て の メ

ル ケゼ デ ク神 権 定員 会 は， リチ ャー ド ・

ピ ッチ ャース テー キ部長 の指 導 の下 に，

父親 を訓 練 し， 良 い親 とな るため の技術

を教 える こ とに重点 を置 く よう に勧 め ら

れ て いるの で す。

学 習 ガ イ ド， 「家 庭 の 夕 ベ ア イ デ ア

集」，その ほか の承 認 され た資料 の助 け に

よ り， いず れ の定員 会 グル ー プ も， 定 貝

会 レッス ンや補助 研修 会 を， 次 の ような

テー マに基 づ いて行 なうべ きです。(1)

家庭 の夕 べ の改 善 ，(2〉 家 族 会議 の運

営，(3)家 族 の祈 りを定期 的 に行 な う，

(4)伴 侶 を支 持 し励 ます，(5)正 し い

家族 の規 律 を作 りあ げる，(6)家 族 間の

コ ミュニ ケー シ ョン を活 発 にす る，(7)

家族 で娯 楽 を行 な う，(8)家 族 で定 期 的

に聖 典 の研究 をす る，(9)子 供 た ち と個

人面 接 を行 な う。 これ らの点 で努 力 す る

と， 家族 が 強 め られ，究 極 的 に は， 定員

会， ワー ド部 ， そ して ス テー キ部 も強 め

られ るので す。

伝 道 を 行 な う

神 権者 は， 次 の よ うな伝道 奉 仕 を行 な

う ことが で きます。(1)フ ル タ イム の伝

道 に出 る，(2)非 教 会員 が福 音 を聞 く こ

と を望 む よ う友 達 に な る，(3)子 供 た

12
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定員会指導者たちは，各個人ど家族が，

自分自身ど死者のために

神殿の儀式を受ける乙どを助けるような活動を

組織 しなけれぱなりません。

ち，特 に男 の子 を伝 道 に出 す よ う準 備 す

る，(4)伝 道 を経 済的 に援 助 す る。

伝道 を行 な う責 任 は， す べ て の教 会 貝

に あ ります。(教 義 と聖約88：81参 照)神

権 者 と神権 定 員会 に は， この仕 事 を率 先

して行 な う責 任 が あ ります。七 十 人， 大

祭 司，長 老 た ち に もこの責 任 が あ り， 定

員会 会員 が この聖 な る責 任 を果 たす こと

を助 ける ため の方 策 を立 て なけ れば な り

繭鮭

聾 軍繋

購'

ませ ん。

韓 国 ソ ウル西 ステ ー キ部 の チ ャン ・ス

エ ン ・キ ムス テー キ部 長 は， メル ケゼ デ

ク神権 定 員会 指 導者 た ちが伝 道 の業 を行

な う こ とに特 に熱 意 を示 して きま した。

そ して， 定員 会 指導 者 が 訓練 を受 けて よ

く組 織 され， その務 め を効 果 的 に果 たせ

る よ うに なる に は， ス テー キ部 メル ケ ゼ

デ ク神 権 委員 会 の役 割 が大 切 で あ るこ と



を強調 して き ま した。 ス テー キ部七 十 人

は， 専任 宣教 師 と定 期 的 に集会 を開 く こ

とに よ り，彼 らと良 い関係 を築 き， 多 く

の 人々 を教会 に導 い て いま す。 ま たス テ

ー キ部 の神権 定員会 は，伝 道 準備 活動 を

入 念 に組織 して き ま した。特 別 な トレー

ニ ング ・ク ラ スを開 き， その重 要性 を絶

え ず強調 し， 多 くの若 人が ， フル タ イ ム

の宣教 師 と して召 され る よ うに準備 して

きたの です 。

ス ウ ェー デ ンの ス トック ホル ム ステ ー

キ部 のメ ル ケゼ デ ク神 権定 員 会指 導 者 と

その会 員 は， エ バ ー ト ・W・ パ ー シ ウ ォ

ール ス テー キ部長 とハ ー ケ ン ・パ ー ム伝

道 部長 の指 導 の下 に， ス トック ホル ム市

街 の展 覧会 場 で行 な うユ ニー ク な伝 道 の

プ ロ ジ ェク トを企 画 しま した。「ス ウ ェー

デ ンの未来 は家庭 で作 られ る」 と題 す る

見事 な展示 を作 り，案 内や， 福 音 の メ ッ

セー ジ を伝 える映像 を専 門 的 に製 作 し ま

した。 この展 示 は，毎 日午前9時 か ら午

後9時 まで1カ 月間行 なわ れ ま した。彼

らの 推 定 によ る と，1万2，000人 以 上 の

人々 が展示 場 を訪 れ， その結 果 ，福 音 を

紹 介 した り教 えた りす る機 会 が生 まれ ま

した。

系 図 と 神 殿 の 義 務 を 果 た す

系 図 と神 殿 の業 は， 家族 の長 の支持 の

下 に実 行 され るべ き個 人 と家族 の責任 で

す。 定員会 指 導 者 た ち は， 各個 人 と家 族

が， 自分 自身 と死者 の た め に神 殿 の儀 式

を受 け， 個 人 と家族 の 記録 を作 成 で きる

よう に， 活動 を組織 しな けれ ば な りませ

ん。

大祭 司 グル ープ リー ダー は， ワー ド部

神権 役員 会 の一 員 と して， 系 図 と神殿 の

職務 を専 門的 に行 な って い ます。 大祭 司

グル ープ リー ダ ーで あ る ピー ト ・ソ レ ン

ソ ンは， ヒュー ス トン ・テ キサ ス北 ステ

ーキ部 の スプ リ ング ワ ー ド部 で
， 大祭 司

と会 員 たち に進 んで系 図 の仕事 を行 なわ

せ る 良 い方 法 を見 つ け ま した。彼 は ワー

ド部 の会員 たち に，各 家族 が系 図 の仕事

聖徒 の道/1986年11月 号

を どれ だけ行 な っ たか， また どの よ うな

助 け が必要 か を調 査 しま した。60人 の 回

答 者 の 中で， これ以 上助 け を必 要 として

いな い と答 え た人 は， た っ たふ た り しか

あ りませ んで した。 各 家族 をフ ォロ ー ア

ップ す る話 し合 いで， ソ レン ソン兄 弟 と

彼 の補 助 は， それ ぞれ 自分 の 目標 を立 て

るよ うに会 員 た ちを励 ま し， どの よ うな

助 けが 必要 か を一緒 に考 え ま した。 それ

ぞれの 必要 性 に基 づ いた個 人 へ の援助 が，

系 図 の成功 の秘 訣 な ので す。 さ らに また

彼 は， 一層 広範 囲 にわ たる指 示 と援助 を

与 え るた め に， 聖 餐会 の話 や フ ァイヤ サ

イ ド， ワー ド部 広 報 な ど を活 用 す る予定

です。

アイ ダ ホフ ォール ズス テー キ部 で は，

系 図作 業 は系 図 図書館 を 中心 に行 な われ

て い ます。 プ レス トン ・ブ リム ホー ル ス

テ ー キ部 長 の指 導 の下 に， ステ ーキ部 は

数 年 前， 充 実 した系 図 プ ロ グ ラム を作 る

こと を決 め， ス テー キ部 の大祭 司定員 会

によ り財 政 管理 され た系 図図書 館 を創 設

しま した。 系 図作業 を奨励 し，家 族 が一

緒 に図書 館 を訪 れ るよ う提 案 した結果 ，

ほん の1カ 月 の間 に600人 が系 図 図書 館

を訪 れ ま した。 また，4代 系 図 プ ログ ラ

ムな らび に個 人 の歴 史が どの程 度 作 成 さ

れ て い るか を調 べ るた めの広 範 囲 な調査

が行 なわ れ ま した。 そ の後 ， 各 家族 へ の

フ ォロー ア ップ が ホー ム テ ィー チ ャー に

依頼 され ， ホー ム テ ィー チ ャーは担 当家

族 に どの よう な助 けが必 要 か を聞 い た り，

系 図 図書館 へ 連 れて行 っ た りし ま した。

この ス テー キ部 で は系図 探求 の促 進 にた

び たび焦 点 が当 て られ， あ らゆ る集 会 で

系 図 や神 殿事 業 につ いて の話 が行 な われ

て い ます。

1983年3月 の1カ 月 間 に，合 衆 国 の東

部 の ある ワー ド部 は，600キ ロ以上 も離 れ

た ワ シ ン トン神 殿 で，941の儀 式 を達 成 し

ま した。神 殿推 薦 状保 持 者 に対 して，推

薦状 を定期 的 に活 用 す る よう奨励 した結

果， 死 者 の ため の業 が こ の よう に大 幅 に

増加 したの です。

家族が物質的な必要を満たすことを

助ける

神権定員会は，定員会のメンバーが健

康で経済的にも安定し，さらに1年 分の

食糧と衣服を蓄えるように教え，助けて

います。また，会員たちが自立し，自分
じ

の 時間 や才 能 ，財 産 を教会 や社会 ， 困 っ

て い る人 々 のた め に使 う よ うに教 えて い

ます。 さ らに定員 会指 導 者 には，不幸 な

出 来事 を どの よ うに防 ぐか を教 え， また

不 幸 な人 々 が立 ち直 るた めの対 策 を講 じ

る責 任 が あ ります。

コ ロ ンブ ス(オ ハ イ オ州)ウ ェ スタ ー

ビル ・ワ ー ド部 で は， ジ ェー ン ・アー ノ

ル ド長 老定 員会 会 長 が，1年 分 の食糧 と

衣服 を蓄 え る こ との大 切 さにつ い て， 特

別 な フ ァイ ヤサ イ ドを開 き ました。彼 は

出 席者 にそ の年 の末(数 カ 月先 で したが)

まで に， そ れだ け の蓄 え をほ と んど完成

す る よう チ ャレ ンジ し ました。 そ して彼

は愛情 の こ もった励 ま しと模 範 に よ り，

彼 らが それ を行 なう の を助 けた ので す。

こう して定 貝会 の多 くの家 族 が， この期

問 に食糧 貯蔵 に つい て すば らしい進歩 を

遂 げ ま した。

イ リノ イ州 ブル ー ミン トンの長 老定 員

会 会 長 ビル ・マ イヤ ー ズは， 困 って い る

人 々の た めの奉 仕 プ ロ ジ ェク トに特 に力

を入 れ ま した。 マイ ヤ ーズ兄 弟 は肩 を負

傷 して い て何 もで きな い ワー ド部 の独 身

の姉妹 た ち のた め に， 屋根 の修 理 やそ の

ほ か， 家 の 中の修 理 を手伝 い ま した。

同様 に， ア ップ ラ ン ド(カ リフォル ニ

ア州)第3ワ ー ド部 の大祭 司 グル ープ リ

ー ダ ーの ダ ーベ ル ・アル レ ッ ドは
， 毎 月，

グル ープ メ ンバ ー のた めの奉 仕 プ ロ ジェ

ク トを計 画 して い ます。 その ひ とつが，

父親 の いな い家庭 の ため のプ ロ ジェ ク ト

です。 そ う した 家族 に奉 仕 に行 った際 に，

その家 の男 の子 た ち に仕 事 を手 伝 わせ ，

自力 で仕事 がで きる よ うに教 え るの です。

常に教会員を守護する

教会の初期から，主 は神権者に，「常に
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教 会員 を守護 し， 彼 らと共 にあ りて彼 ら

を強 くすべ き もの とす」(教義 と聖 約20：

53)と い う責任 を与 えま した。教 会 が ソ

ル トレーク盆 地 に移 った と き， この責 任

は， ブ ロ ック テ ィー チン グ を通 して行 な

われま した。後 にワー ド部 テ ィー チ ング が

行 な われ， 今 日で は，主 か ら与 え られ た

責任 を果 たす ためのおも な手 段 として，ホ

ーム テ ィー チ ングが行 なわ れ て いま す
。

ホー ムテ ィー チ ング は， 監督 の指 示 の

下 に， メル ケゼ デ ク神 権 定員 会 によ り行

なわ れ ます。 担 当家族 を定期 的 に訪 問 す

るホ ー ムテ ィー チ ャー と して， ふ た りの

神権 者 が召 され ます。 彼 らは定員 会 指 導

者 と監 督 の代理 を務 め ます。

ブ リガム ・ヤ ング大 学(ユ タ州)第5

ステ ー キ部 の指 導 者 た ち は， ホー ム テ ィ

ーチ ングを強化 す るた め に
， 毎 回5，6

分 の トレー ニ ングセ ッシ ョ ンを頻 繁 に開

く よう，定 員会 に勧 め てい ます。 この セ

ッシ ョンで は， どの よ うに して効 果 的 に

メ ッセー ジ を伝 える か， 必要 な助 け に気

づ くか ，片 親 の家族 を助 け るか な ど につ

いて の短 い提案 を行 な い ます。「今 月 は あ

と何 日しか残 っ てい な い とい う ことを兄

弟 た ちに話 す こ とよ りも，新 しいア イ デ

ア や励 ま しを与 え る方 が， ホ ー ムテ ィー

チ ャー の や る気 を起 こす の に効 果 的 で

す」 と， ナ イル ズ ・ヘ ロ ッ ドス テー キ部

長 は述 べ て い ます。「学生 定員 会 で ホー ム

テ ィー チ ャー を正 し く訓練 す る ことが で

きれ ば，彼 らが ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 を

卒 業 し，各 地 の定 員会 で奉 仕 す るよ うに

な る とき， も っと も っとす ば ら しい ホー

ム テ ィー チ ャー にな る こ とで し ょう。」

テ リー ・レナ ハ ン長 老定 員会 会 長 は，

ジ ョー ジア州 ウ ッ ドス トックの定 員会 を

管 理 す るよ う召 され た と き， ホー ム ティ

ーチ ング を改善 する必 要 が あ る と感 じま

した。 彼 は まず， 長老 定員 会 が担 当 す る

すべ ての家 族 を調 べ， 会長 会3人 の 監督

の下 に， ホー ム テ ィー チ ャー とア ロ ン神

権 を持 つ後 輩 同僚 を3つ の ホー ム テ ィー

チ ングチ ーム に編成 しま した。 また， 定
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例定 員会 レッ スンの 中 に， ホー ム テ ィー

チ ング につ いて の特 別 な訓練 会 を設 け，

どの よ うに して家 族 と親 しい関係 を築 く

か， 不 活発 な会 員 をフ ェ ロー シ ップす る

か， な ど とい った責 任 につ いて教 え ま し

た。 さ らに， 副会 長 と共 に， 一 人一 人 の

ホー ム テ ィー チ ャー と定期 的 に効 果 的 な

ホー ム テ ィー チング面 接 を行 な うこ とを

重視 し， 入念 にフ ォロ ー ア ップ し，励 ま

し ました。 こ う して ホ ←ム テ ィー チ ング

の統 計 は，40パ ーセ ン トか ら85パ ーセ ン

ト以上 に高 ま りま した。効 果 的 な訓練 と

面接 が， よ りよい ホー ム ティー チ ング を

行 な う鍵 とな ったの です 。

サ ンパ ウ ロ ・ブ ラジル 西 ス テー キ部 の

アエ ロポ ル トワー ド部 の長 老 定貝 会会 長

オ デ ュバ ル ド ・サル バ ドール ・ア マ トも，

定員 会 の ホー ム テ ィー チ ング を強化 す る

こ とに熱心 で す。 彼 が最初 に長老 定 貝会

を管 理 す る よ う召 され た とき は， 家 族 の

20パ ーセ ン トしか訪 問 を受 けて い ませ ん

で した。彼 は， すべ ての 家族 にホ ーム テ

ィー チ ャーが割 り当 て られ， ホー ムテ ィ

ー チ ング の報告 が よ りよ く行 な われ る よ

うに計 らい ま した。 この よう に述 べ て い

ます。「私 の定員 会 で ホー ム テ ィー チ ング

の実 施率 が飛躍 的 に増 大 したの は，会 長

会 で よ く計 画 し，定 員会 全体 で活 動 した

た め です。」

ア マ ト会 長 は また， 定貝 会 に入 って き

た 多 くの新会 員 を正 しくフ ェ ロー シ ップ

す る こ とに力 を尽 くして い ます。 会長 会

の ひ と りが， ワー ド部 の バプ テス マ会 に

必 ず出席 し， すべ て の新 会 員 をホー ム テ

ィー チ ャー に紹 介 し，「新 会 員 の た めの ホ

ー ム テ ィーチ ング レ ッス ン」 か らレ ッス

ンを受 け る よ う取 り計 らって います 。

ダ ラス(テ キサ ス州)第3ワ ー ド部 で

も， ホー ム テ ィー チ ング は う ま くいっ て

い ます。 大祭 司 グル ープ リー ダーの ジ ョ

ン ・バ ー トラ ン ド， 七 十 人 グル ープ リー

ダ ー のポ ール ・ラー セ ン， そ して長 老定

員会 会長 バー ン・ラー メ ン は， ほぽ100パ

ー セ ン トの質 の高 い ホー ム テ ィー チ ング

を達成 す る よう協 力 して い ます。彼 らは

ホー ム テ ィー チ ャー たち に，家 族 に心 か

らの 関心 を持 ち， 月初 め に最初 の訪 問 を

開始 し， 必要 に応 じて 「2マ イル行 く」

努 力 をし， 誕生 日を祝 っ た り， その ほか

家 族 の ため に い ろい ろな奉仕 を行 な う よ

う， また その後 も何 回 か訪 問 す る よう に

勧 め て い ます。 テキサ ス州 ダラ ス西 ス テ

ーキ部 ルー ロ ン ・ブ ラフ ス テー キ部 長 の

指 導 の下 に， ス テー キ部 長 会 と高等 評 議

員 は模 範 を示 し， みず か ら ホー ムテ ィー

チ ング を行 な い， ま た人々 を力 づ け， 霊

感 を与 え るよ うな ホー ム テ ィー チ ングの

面 接 を， 定期 的 に継 続 して行 な い ま した。

この仕事 の成果 は， それ ぞれの神 権 者

が 自分 の義 務 を果 た し， ふ さわ しい生 活

を送 る こ とに よ って，神 権 の力 を得 よ う

と努 力 す るか ど うか に大 き く左右 され て

い ます。・主 は この よ うに言 わ れ ま した。

「お よそ忠実 に して わが今 語 れ る二 つ
しか

の神 権 を得 ，而 して そ の天 よ りの召 しを
つ く

全 力 を尽 して遂 行 す る者 た ち は， 『み た

ま』 に よ り聖 め られ て その 肉体再 新 さる。

これ らの者 は モー セ の息 子 た ち とな り，

アロ ンの 息子 た ち とな り， ア ブ ラハ ムの

子 孫 と な り， また教会 員 に して王 国 の民

とな り神 の選 民 となる。

・この故 にわが 父 の もて るす べて は

彼 に与 え らるべ し。
つ

而してこは神権に属ける誓詞と誓約に
しか

よ りて然 る な り。」(教 義 と聖約84：33-

34，38-39)

神 権 定員 会 と神 権 の業 は，教 会 の将来

に とって最 も重 要 な鍵 とな る もの です。

も しすべ て の神 権 者 が定員 会 の 目的 を洞

察 し，神 権 の業 の重要 性 を よ り十 分 に理

解 す るな ら， み業 は飛 躍 的 に進 む こ とで

し ょう。兄 弟 た ちが霊 的 な 目標 に向 か い，

完全 な一致 と無 私 の精 神 で力 を合 わせ て

働 く こ とに よっ て得 られ る可 能性 は無 限

の もの で す。 そ の よ うな方法 で達 成 され

る神 の み業 の力 は， か かわ るす べ ての 人

人 に， 想像 もで きな い ほ どの祝 福 を もた

らすの で す。
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歳 の とき，私 の学校 の生 徒 は ドイ

ツ軍 の徴兵 に取 られ，組 当の教 師

も私 た ち と行 動 を共 に しま した。 それ は

第2次 世 界大 戦 の こ とで，私 た ちの任務

は対 航 空機 砲 兵 で した。

我 が家 は戦 争 に は絶 対 反対 で したが ，

入 隊 は私 の意 志 で決 め られ る問題 で はあ

りませ んで した。 も し徴 兵 を拒 否 すれ ば

強制 的 に連 行 され た ことで し ょう。 こ う

して心 な らず も私 は両親 や妹 に別 れ を告

げて， ハ イ ス テル ベル グの森 林地 帯 の ふ

も とにあ る， 生 まれ 育 った小 さな農 村 ヘ

ウル ッセ ンを後 に した ので す。

戦 争 の始 ま りと と もに，私 は絶 えず導

きを求 め て祈 りま した。正 義 を守 るた め

にで きる ことは何 で もす るこ と， しか し

私 の状況 判 断 が確 か で ない場合 に はそ う

教 え て くだ さる よ う， 主 に願 い求 め ま し

た。 そ して また主 が私 の心 に注 いで くだ

さ る導 き を疑 う こ とな く受 け入 れ る こと

を， 主 と約束 しま した。

私 と級 友 た ち はハ ノー バ ーの近 くに駐

留 して い ま した。そ こで300人 か ら成 る私

た ちの部 隊 は， 毎 日の よう に一 堂 に集 ま

って パ ー テ ィー をや りま した。 私 を除 い

てだ れ もが酒 を飲 ん だ り， たば こを吸 っ

た りして い まし た。 初 め は私 も知 らなか

った の です が， 隊 の最 高指 揮官 がパ ーテ

ィー の 間ず っと私 を観察 して い た ら しい

ので す。

あ る 日，彼 は私 に ど う して酒 やた ば こ

をや らな いの か と尋 ね て き ま した。 少 し

恥 ず か しが り屋 の私 は，酒 や た ば こが信

条 に合 わ ない だ けで す と答 えて お きま し

た。部 隊 中 で酒 や た ば こを や らない の も，

そ して末 日聖徒 も 自分 だ け だ と思 ってい

たか らです。

「君 が それ をや らない と いう のに は
，

何 か特 別 の理 由 が あ るに違 いな い。」彼 は

なお も理 由 を聞 いて くる ので， 酒 や たば

こ は慎 む方 が身体 の ため に良 い と思 う と

話 して， その話題 を少 し避 けよ う と しま

した。15歳 とい う年 齢 で は，酒 もた ば こ

もや らな い こと を笑 われ た り， 男 じゃな

い と言 われ た りす る こ とに耐 え られ ない

もの な ので す。事 実 仲 間 の兵 隊 たち は よ

く私 を笑 い もの に してい ま した し， 指 揮

官 もそ れ を耳 に して いた か らで す。

「君 はモ ル モ ン教 徒 じゃ ない のか ね
。」

「は い
， そ うで す。」
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「どう して それ を言 って くれ な いの か

な」 と彼 は言 い ま した。

「私 は内気 で恥 ずか しが り屋 な もの で

す か ら。」私 は そ う言 い訳 を し ま した。「ほ

か の人 た ちが どん な反 応 を示 す か， あ な

た も見 て ご存 じだ と思 い ます が。」

「い や
， も し君 が ち ゃん とそ の こ とを

話 せば， 反応 は変 わ るん じ ゃな いか な。」

彼 はそ う答 え ま した。

ある晩 の パ ーテ ィー で，全 員 が 大 き な

テ ーブル の周 りに座 る と， いつ もの よ う

に私 以外 の 人 たち は酒 を飲 ん で い ま した。

私 は町 で買 っ てお いた清 涼飲 料 水 で も飲

もうか と思 っ てい る と， や は り指揮 官 が

私 の方 を見 て いる ので す。

彼 は立 ち あ が る と言 い ま した。 「レ ー

デ，立 って くれ な いか。」そ して全員 に向

か って こ う言 うの です。「レー デが モル モ

ン教徒 であ る こ とを知 らせ て お きた い。

彼 は酒 もた ば こ もや らな い。私 は君 た ち

が この こ とを尊重 して くれ るよ う に願 っ

て いる。 も しこの こ とで彼 をか らか う者

が いれ ば， そ の者 は営倉 行 きで ある。」

私 は驚 い て し まい ま した。 みん なが私

を見 つ める ので， 顔 が赤 らむ のが わ か り

ま した。 そ れ か ら指揮 官 は こう も言 い ま

した。「レー デ，これか らはみ ん なが町 へ

行 って飲 み過 ぎた と きに は， み んなが こ

こへ戻 って来 られ る よ うに面 倒 を見 るの

が君 の仕事 だ。」

それ か ら とい うもの， 毎 晩 の よ うに私

に一緒 に行 っ てほ しい とい うグル ープ が

後 を断 ち ませ んで した。 彼 らは私 を酒場

に連 れ て行 き，店 に入 る と同 時 に こう言

うので す。 「ハ イ ン ツ に は酒 は い らな い

よ。彼 は我々 を連 れ て帰 らな けれ ば な ら

な いん だ。彼 は飲 まな いか ら， ち ょっか

い を出 さな いで くれ。」

もう それ以 上何 も言 う必要 はあ りませ

ん で した。 この お かげ で， ほ かの どんな

方 法 に も増 して友 達 が で き ました。 賢 明

な指揮 官 が気 づ い た よう に， こ うや って

隠 し立 てを しない方 が ず っ と良 い結 果 を

もた らした ので す。 み んな は私 を心 か ら

信 頼 して くれ るので， どん な こ とが起 き

て も， いつ も私 に一 緒 に行 こう と誘 って

くれ て， しか も私 を守 って くれ るので す。

これは私 にと って証 とな りまし た。 私 に

何 か しよ う とする人 は もうい ませ んで し

た。
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戦争 が終 わ る半 年 前 頃 に，私 は新 しく

入 隊 して きた若 者 た ちに レー ダ ー装 置 の

訓練 を施 す 隊の任 務 に配属 され ま した。

部 隊 はハ ル ツ山地 の シー セ ンに駐留 し，

私 も17歳 にな って い ま した。 あ る 日， ド

イ ツにつ い ての作 文 を書 か され たこ とが

あ り， 私 の作文 が最優 秀 と認 め られ たの

です。 将校 は私 を隊員 た ちの前 に立 たせ

る と次 の よう に言 い ま した。「最優 秀 の作

文 お めで とう。君 が ドイ ツ国家 の将 校 に

志願 す る よう期 待 して い る。我 々 は君 の

よ うな有能 な人材 を必要 と して いる。今

晩 君 か ら志 願 書 が提 出 され る こ とを期 待

して い る。」

「今 晩 ま で待 つ必要 はあ りませ ん
。」私

は そ う答 え ま した。1「お 断 わ りい た し ま

す。」

彼 は ひ どく立腹 した ら し く，私 を処 罰

し よう と して言 い ま した。「明 日もう一度

尋 ね る こ とに しよ う。 それ か らあ さ って

も。」

「お言葉 です が
，私 に は志 願 す るつ も

りはあ りません 。」私 は彼 にそ う告 げ ま し

た。私 と して は， 国 家社 会 主義 の精 神 に

納得 が いか なか ったの です 。

私 の父 は ユ ダヤ人 と非 常 に親 し く， 家

では いつ も彼 らの ため に祈 っ て いま した。

将校 は私 に ど う したい のか 聞 き ま した。

「グ ルー プ のみ んな と行 きた い と思 って

い ます。」私 が答 え る と，彼 の答 えは こう

で した。 もし私 が志 願 しな い と， 命令 に

よ ってそ の ま まこ こに残 り， 若者 た ちの

訓練 を続 け る こと にな る とい うので す。

それ以外 に選 べ る道 はあ りませ んで した。

しか し自分 が残 りた くな い と思 って い

た グル ープ に強 制 的 に と どまる こ とに な

ると， か つて は あの将校 に命令 され た に

もかか わ らず， まるで そ こ にい るの が当

然 と も思 える よ うに， 非常 な安 心感 を覚

え るの で した。 友達 はみ な ロ シアヘ送 ら

れ ま した。戻 って来 た の は たっ たひ と り

で，後 の全 員 は戦死 して し まい ま した。

主 は私 の命 を救 うため に， ふ さわ しい時

にふ さわ しい場 にい るよ う，導 いて くだ

さ った ので す。

戦争 の間，私 は しば しば 自分 が守 られ

てい る こ とを， そ して ふ さわ しい時 にふ

さわ しい場 へ導 かれ て い る と感 じた もの

です。 周 囲 の混 乱 に もかカ、わ らず，私 は

祝 福 され， 内 な る平 安 を頂 いて い ました。

や が て戦争 も終 わ りに近 づ いて ， ほか

め4人 の教 官 と私 はベ ル リンに赴 くよ う

命令 を受 け ま した。 当 時 そ こに は ヒ トラ

ーが い て
，戦 局 は終 盤 を迎 えて い ま した。

ロ シア軍 が進 軍 してお り， す で にイ ギ リ

ス とア メ リカ の軍 隊 も私 た ちのす ぐそ ば

まで迫 って い ま した。

私 た ち はベル リ ンヘ行 こ うと話 し合 っ

て い ま したが ，私 は その こ とに つ いてず

っ と祈 って い ま した。 そ して家 へ戻 るべ

き だ とい う思 いが 強 くな って い ま した。

戦 争 に負 け て い るの にベル リンヘ行 って

も何 の益 に もな らな い こと は， 私 た ち に

も よ くわか っ てい ま した。 一番 の親 友 に

向 か って私 は言 い ました。 「ギ ュ ンター，

ぼ くは行 か な い よ。 家 へ帰 るこ と にす る

よ。」

「ぼ く も君 と同 じ にす る よ。」彼 は答 え

ま した。 彼 が あ ま り早 く決 め るの で理 由

を尋 ね る と，彼 が言 うので す。「ぽ くは い

つ も君 の こ とを見 て きた。 君 が実 に信 仰

深 い こと をよ く知 って い る し， 君 を尊 敬

して きたん だ。 君 の決 め る こと を信 頼 し

て いる よ。 なぜ って，天 か らの導 きで決

めて い る に違 いな い と思 うか らね 。」

ほか の3人 の教 官 も私 た ちと行 動 を共

にす る こ とに な り，私 た ち5人 はベル リ

ンヘ 向 か う振 りを して 出発 しま した。 監

視 の 目が 届 か な くなる と，私 た ちは森 の

中へ駆 け込 み，持 って きた平 服 に着替 え

ま した。

アメ リカ軍 が す で に森 に隣接 した幹 線

道 路 まで 来 て い ま した。 私 た ち は山頂 ま

で登 って 身 を ひそ めて い ま した。 とい う

の は， そ こな らま だか な り安 全 だ ったか

らで す。 家 にた ど り着 く まで に は2，3

週 間 かか りそ うで した。 一枚 の毛 布 に5

人 が もぐ り込 んで森 の 中で 眠 りま した。

しか しそれ で は端 のふ た りは 身体 が冷 え

て しま うので ，1時 間 ご とに場所 を交替

しな けれ ば な りませ ん で した。携 帯 して

行 っ た食料 は3日 で底 を尽 き，後 は森 の

中 で摘 ん だ木 の実 を食べ ま した。 時折 ，

ドイ ツ人 の家 で食物 を も らっ た こと もあ

りま した。

初 め て アメ リカ軍 に出 くわ した と きの

こ とは よ く覚 えて い ます。 う っそ う と し

た松 の木 立 を よ うや く抜 け る と， 今度 は

道 路 を渡 らな けれ ば な らず， そ こで枝 を

押 しの け た途 端 に 目の前 に 巨大 な戦車 が
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立 ち はだ か り， 私 た ち に銃 口 を向 けて い

た ので す。

私 は肝 をつ ぶ して しまい ま した。 それ

まで にア メ リカ軍 の戦 車 はお ろか， アメ

リカ人 す ら見 た こ とが なか っ たの で す。

戦車 の上部 が 開 いて ， ひ と りの アメ リカ

兵 が顔 を出 しま した。㌧ア メ リカ軍 に解放

され た ロ シア軍捕 虜 が て っぺ ん に座 って

い ま した。彼 らに は私 た ちが震 えて い る

のが 見 え たよ うで，ア メ リカ兵 は私 た ち

に ど こか ら来 て ど こへ行 こ う と して い る

の か と尋 ね ま した。 私 は家 に帰 りたい と

思 って い る と告 げ ました。 す る と彼 が言

うので す。「いや だ めだ。こζへ飛 び乗 っ

て来 い。 一 緒 に連 れ て行 こう。次 に止 ま

る所 で， 君 たち をキ ャンプ まで連 行 す る

トラ ック に乗 せ る こ とにす る。」

戦 車 の上 に乗 って い るロ シア兵 を見 て，

私 た ちの窮 地 を救 って くれ そ うな考 えが

浮 か んで きま した。戦 争 の さ 中で も， そ

れ までの教 会 生活 で学 んだ愛 の精 神 が い

つ も心 にあ って， 私 はだれ を も憎 む気持

ち には なれ ませ ん で した。私 は兄弟 の守

り手 とな ろ うと考 えて い ま した。

私 た ちの キ ャ ンプ に捕 らわ れ て いた ロ

シア兵 は あ ま り良 い扱 いを受 け て いませ

ん で した。 彼 らには十分 な食事 も与 え ら

れ て いな いの に，私 た ちの方 には豊 か に

あ りま した。 それ で私 たち の飯 ごう を彼

らに洗 って くれ る よ うに頼 み，彼 ら もそ

れ を承知 したの で した。彼 らに食 べ させ

るた め だけ の 目的 で， いつ も飯 ごう に食

物 を残 し たの です。

指 揮 官 が それ に気 づ い て私 を呼 び寄 せ

て言 い ま した。「君 は一体 飯 ご うを どう し

て い るの かね。」

「ロシ ア兵 が私 た ちに代 わ って 洗 って

お ります。」 私 は そ う答 え ました。

「私 の調 べ た とこ ろで は
， 中 に食べ物

が残 って いた よ うだ が。」

「全 部 は食べ られ ない ので
， その 中に

残 して い るの であ ります。」

「そ う いう こ とは厳 し く禁 止 され てい

る こ とを，君 も知 っ てい る はず だ。私 が

君 の こと を報 告 す れ ば， 君 は困 った立場

に な ると思 うのだ が。2度 とや らな い よ

う に。」彼 はそ う言 っ て， 私 の肩 を軽 くた

た き ま した。
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そん な と き，私 た ちか ら食物 を も らっ

て いた ロ シア兵 の ひ と りが私 に書 き付 け

を渡 し， ロ シア兵 の助 けを必要 とする と

きは いつ で も， その書 き付 け を彼 ら に見

せ るよ うに と言 って く れた ので す。

私 はそ 擁 灘 ツ 購 し 論 で お 嫌

ので すが，戦 車 と顔 を 合 わ せ だ ζき にそ

の こと を思 い出 したの です。 そ こで ポケ

ッ トか らそれ を 出す と， ロ シア兵 に渡 し

ま した。読 み終 え た彼 らは突 然 ドイ.ツ語

で 「友達 ， 衣達 」 と言 い串 し， 声 ら に私

が ロシ ア兵 に食物 を分 け与 えた こと をア

.メ リカ兵 に説 明 して い ま した。そ して ア

メ リカ兵fは次の よ うに言 って く1薮ま した。

「君 炉 ロ シァ兵 に親切 に して く靴 た こ と

を聞 い たよ。 君 を導術 す肇 の1まや め 犀 し

よ う5さ あ，行 き な1さい訂 、

私 た ちは 毒 らに森 の中 崇進 み続 け， 日

一 日と我 が家 ぺ近 づ 鱒す し∋き 事 し秘

、山
道 か ら見下 ろす 妬 ア メ リ・力軍 め戦 専 演

通 り過 ぎる の が見 えま した。 アヌ リカ軍1

趨 め鶏 会ってから恥 の数日懲?、 、
私たちは森に囲まれた山の斜面を准為で、、1

いたの1で鱗 急に私は奇妙な蜘!こ 輸 ・

・らわ れ ま した。私 は友 人 に下 りよ う と言

い ま レた。 す ぐ下 に戦 車 が い る ところ へ1

靭 よう・婿 ったりで越 響 齢 ま慨 、
た・「気騨 狂うた脅か・説麟 尊桝!蕎

のが見えないのかい，r渉ぐに撃ち落どさr

塾てしまうさ。」私はそ庖タこ、とに抵なぢ
ないと言いました1・私断 鱗 昼れば参 .
らな い と、思 った ので す。

マ
「ハ イ ンツ

， その こ とに うい て祈 づたr

のか い。」 ギ ュンタ ーが尋 ね ま した。

「祈 った よ。」私 は答 え ま した。

Tそ れ じ ゃ
，ぼ く は君 と一 緒 に行 く よ。」

彼 はそ れだ け言 うと， あ とは何 も言 い

ませ んで した。

あ との3人 は残 りま した。∫君 の言 うこ

と はおか しいか ら，我 々 は一 緒 に行 か な

い こと にす る。君 た ち は敵 の手 に落 ち る

よ うな もの さ。」

私 た ちは全 速 力 で斜 面 を下 りて行 きま

した。私 よ りもかな り大 きいギ ュンタ ー

が私 の腕 を取 り， ほ とん ど私 を引 きず る

よ うに して行 きま した。 しば ら くする と，

残 りの3人 も私 た ちの後 を追 って走 って

来 ま した。 なぜ かわ か らな いけ れ ど， 一

緒 に行 さた くな っだ とや う ので す。1さら

に山 を下 り。続 け る と，やが て森 の外 へ 串 ま

し た 。 、

嘩 出た締 鵜 挿 に禁 擁 家・，・
が あ りま した。木 々 の間 を通 り抜 け る と

戸 が開 いて， 中 か ら男 の人 が現 わ れて 言

い ま した。 「急 いで入 りな さ い。」私 た ち

が中 に入 る と，彼 は ドア をバ タ ン と閉 め，

牛 小屋 のわ らの下 に私 た ち を押 し込 め ま

した。 ア メ リカ軍 の厳 しい規 則 で， ドイ

墾 鯵 首まラことは禁じられていたか
らでず。

私たち、がかろラじてやらの中にもぐり

込んだ彰こラで恥ア暑鷺ウ軍の戦車彰ト

勿 クが彰 華 て瀬 蘇 て・、、山姉
へ上がって行きました。・彼 らがそ影まで

上がって行ったのに，そ斡が初めてでし

た諏 鯛 後曝 空 獅 とき，に!ま鋒 、
ラ ックは キ ャ ンプ ヘ運行 す る ドイ ツ兵 で

い，っぱいでし癒・

再び主は私麟 を鱒 栖 い騨 ふさ

，わしい揚へ導 収 響 さった解 諺・

7刈 輝 が山靴 掃して晒 た働.私
たちはそ卯農家糞後にして再び我拶容外 ・一

，の溝 進み続嚇 し㍗・その鱗 』日翌頂・、・

も・う一度アメリカ軍に足止夢を食づ歪しヂ、

まいました。私'は最初話をしませんでし』へ

た。英語が話す参吟振噂・をしよう孝墨 ら1

』⑫ 鯵 講 麺 話はとうでしたqF「鶴 、
をこご晦 韓 てお.こう・次の ドラッ1ク

嘆 璽 静 緒 鱒 ぶことにしよ軸
トラツグは搦 紛 ご類 通?れ)鞄 島

.私たち ぼ トラ ヅ.クが来 るの を じ「う と待 ・

って い ま した。1時 間 以上 も待 ち続 け て

い たの に， トラ ック は来 ませ ん で した。

つ い に私 はひ と りの憲兵 隊員 の と ころへ

歩 いて行 き ま した。

そ こで私 が 自分 の身分 を明 か す と， 彼

は驚 いた よ うに言 い ま した。「あ あ，び っ

く りした。 突然 英語 で話 しか けて くる も

の だか ら。ゴ1

「はい
，私 は英語 を話 します。 学校 で

習 い ま した。 ち ょっ・と怖 か った もの です

か ら。」

「い くつ に な るの
。」彼 に聞 かれ て， 私

は17歳 半 だ と答 えま した。

「今 まで どこ にい たの かね
。」

そ こで私 は， それ まで に私 た ちが体 験

し噂 き為 こ とヴ 平服 を着 で い るわ け，家

に帰 りた い と思 って い，る こ とな ど， 洗 い

ざ らい話 、して，聞 か茸 ました。1彼は私 の話

、 が正 し いか ど うか 擁 かめ る ため1こ・私
た ち の所 属 して いた部 隊 へ電 話 を か けて

確認しまρ裁 ，それから長い間私を見う

めてこう言いまレ匁 「私にも君ぐらいの

1年の，男の子がレ】てね。もし彼がお母さん

1、、り待う我が家緩帰りたいとだれかに言っ

たどした啄 、鶴礁そ卯機会 を与えてほし

いと思うタgl，1こ瞭璋を行くとアメリカ軍

桐 鏑 麟 観 あちらの道今行1ナば

卑うから鱒 礁 ろ・うρ幸運を祈るよ。」
.とうと難 雌 弊 唖 づいて来まし

・た6し 少し1
、』あら燐為道牟欝じられてい

ました、・，電軸 舗 繊 軸 バスも電，
1恥 あ購 ぜ脳 肺 懲 相変姉 ず11[

、に獅 麟 僻 勲 麺 馨 進んで行き
まレた9，

、稗 岬 鱒 嘩 碁 知ってレ寵
)のす 近所鞭 紅 峰'こ 縛 わカ・畔

)た 。ぞこで騰案の裏庭璽門を導塑抜け
為だけ煙 鰭 考え庵 琳 たち磁 し

て門を 開 け ま した。 と とろが，・地 ねず み 』

・
，鎚 幡 舜 め畷 置醗 撫 存オ轍 虻
音舷 てて墜 嚇 し樹 その恥 飛び

.あ 穆 ん働 響 購 謄 傭 私姻 では

な夕 ，.購 躯 糖 騰 燦 商 つけて
』釆ましな

。し、か忍私が1無事羅家紀たどり

着糖準翠とを知ち1て〆 とでも喜んセくれ

ました計そして友人たちが寒路に着く前

に食料を妹に持左せて，彼らの待つ森へ

届けさせました。

私たちにこ耽らのことができたのは，

主が、ζ・さわしい時にふさわしい場へ導い

てくださったおかげです。

祈りは私にとって力でした。いつも私

の力となってくれました。絶えず導きを

求めて祈ることで，すべでがうまくいく

という非常に平安な気持ちを抱くことが

できました。そして事実そうなったので
ささ

す。私 の愛 を主 に捧 げな か った 日は1日

た り ともあ りませ んで した。 それ は主 が

私 の命 を助 けて くだ さ ったか らだ と思 い

ます。 私 は常 に主 に心 を向 けて き ま した。

私 が主 の戒 め を守 り， 主 の導 きを受 け る

に ふ さわ し くあれ ば， 主 が守 って くだ さ

る こ とを知 って い ま した。 そ して確 か に

主 は その よ うに して く ださ い ま した。
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一 っ の深遠 な問 いが 投 げか け る深 い意

』 味 につ いて考 え る とき， 私 た ちは

たち まち の うち に， 自己 の理解 を越 えた

世 界 に足 を踏 み入 れ よ う として い る こと

に気 づ き ます。 した が って， ごく一般 的

なこ とを お話 しす る方 が よ いで し ょ う。

イエ ス ・キ リス トは この地 球 の救 い主 で

あ り， ま た この広 い天 空 に無 限 に存在 す

る， 数 々 の世 界 の救 い主 で もあ ります。

今 回の ご質 問 に つい て は， 多 くの部分 が

いま だ明確 に され て いな い とい う こ とは

あ ります が，幸 いに も今 まで に数 々 の重

要 な洞察 が加 え られ て い ます 。予 言 者 ジ

ョセ フ ・ス ミス や後 の教 会 の指 導 者 は，

天父 か らの啓示 や霊 感 に満 ちた聖 旬 を用

いて， イ エス ・キ リス トが この地 球 の救

い主 であ るば か りで な く， ほか の世 界 の

救 い主 で もあ る こ とを教 え て くれ て いま

す。

神 の御 子 は， 万物 の創 造 主 で あ り， し

か も願 い主 で もい らっ し ゃい ます ので，

両方 の見 地 か ら考 え てみ まし ょう。1830

年 か ら1831年 の教会 初 頭 の時代 に予 言者

ジ ョセフ ・ス ミス に与 え られ た モ ーセ の

書 に は， この こと につ いて重要 な鍵 とな

る事 実 が記 され てい ます。 モー セ が神 の

栄光 に包 まれ， 神 とまみ え た とき に受 け

た示 現 は，「モ ー セ また多 くの土地 を見 た

り。 その一 つ一 つは陸 と呼 ばれ， その 陸
おもて

の面 には そ こに住 む人 々 あ りき」(モー セ

1：29)と いう言葉 に よ って表 わ され て

い ます。 さ らに 目が開 けて， す べ ての物

解答者

ラ リ ー ・C・ボ ー タ ー

(ブリガム ・ヤング大学宗教研究

センター教育歴史部ディレクター)

なにゆえ

が見 えた と き， モー セは 「何故 に これ ら

の こ とか くのご と きや。神 は何 を もて こ

れ らの もの を造 りた ま い しや 」(モ ー セ

1：30)と ，神 に尋 ね ま した。 そ の答 え

は こ うで した。
ことば

「われ わ が力 の言 によ りて これ らの も

の を創 りた り。 そのわ が力 の言 とは， わ
ひとりご め ぐみ

が生 み た る独 子 の こ とに して恩 恵 と真 理

とに満 て る者 な り。
しか

わ れ は，無 数 の世 界 を創 りた り。 而 し

て， また これ ら はわれ 自 らの 目的 あ りて

造 りしな り。而 して， わ が子 によ りて こ

れ らの世 界 を創 りた り。 わが 子 と は， わ

が 生 み た る独 子 の こ と な り。J(モ ー セ

1：32-33〉

この よ うに，御 子 は御 父 の み言葉 の も

と に無 数 の世 界 を創 造 な さ ったの です。

この事 実 は， 時 の絶 頂 に至 り，使 徒 パ ウ

ロ によ って確 認 され ま した。 パ ウロ は前

世 にお いて イエ ス ・キ リス トが複 数 の世

界 を造 る準備 を してお られ た こ とを知 っ

て いま した。

「神 は
， む か しは，預 言 者 た ちに よ り，

い ろい ろ な時 に， い ろい ろな方 法 で，先

祖 たち に語 られ た が， この終 りの 時 には，

御 子 に よ って， わ た した ち に語 られ たの

で ある。神 は御 子 を万物 の相 続 者 と定 め，

ま た，御 子 に よ って， もろ もろの世 界 を

造 られ た。」(ヘ ブ ル1：1-2)
あがな

御 子 が この地上 の照 い主 で あ られ る こ

と に関 連 して，予 言 者 エ ノク は アダム の
とが

瞥 につ いて 「神 の子 始祖 の 罪 を贈 いた ま

え り」(モ ー セ6：54)と い う天 よ りの教

え を受 け ま した。 そ して腰 いの状態 につ

いて は さ らに詳 し く 「わが 生 み し独 子 の

血 によ りて清 め られて 天の 王 国 に入 らざ

るべ か らず。 か く して 汝 らす べて の罪 よ

り清 め られ， この世 に於 て永遠 の生 命 の

言 を受 け，来 るべ き世 に於 て永 遠 の生命 ，

ま こ とに不死 不滅 の栄光 を受 く るな り」

(モー セ6：59)と 教 え られ ま した。 この

地 球 で主 が な さ る大 切 な働 きが照 いで あ

る とす れば， ほか の世 界 で主 は照 い主 と

して どの よ うな使 命 を受 けて い ら っ しゃ

るで し ょうか。1832年 ， オハ イ オ州 ハ イ

ラ ムの ジ ョン ・ジ ョ、ン ソ ンの家 で，予 言
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者 ジ ョセ フ ・ス ミス とシ ドニ ー ・リグ ド

ンは， ほか の世 界 にお け るキ リス トの使

命 につ いて 「栄 光 に満 ちた る示 現」 を受

け ま した。
つ な

「さ て
， この子 羊 に就 きて為 され たる

あげ く

様 々 の証 の挙 句， わ れ らの為 す最 後 の証

はす な わち 『主 は実 に生 きた も う』 こ と
これ

是 な り。

わ れ らは，彼 がす な わ ち神 の右 に座 し

た も うを見 た り。 また，御 父の 生 み た も
ひとりご

う独 子 な りと証 した もう声 を聞 け り。
もろもろ

す な わち諸 々 の世 界 は彼 の手 によ り，
よ

彼 の手 を経 て， また彼 に因 りて先 に作 ら

れ， ま た現 に作 られ， これ に住 む者 た ち

も皆神 よ り生 れ た る息子 と娘 な る こ とを

証 した も う。」(教 義 と聖約76：22-24)

ほ かの世 界 で もキ リス トが救 い にか か

わ られ るで あ ろう こ とは推 測 で きます が，

上 記 の聖 句 だけ で は， は っ き りと知 るこ

とは で き ませ ん。しか しそれ は，この「栄

光 に満 ちた る示 現 」 か ら数 年後 に，予 言

者 ジ ョセフ ・ス ミスに よ って明確 化 され

ます。 ノー ヴー時 代(1843年)， 予 言者 は

教 義 と聖 約 第76章 に記 され て いる 「天界

の示現 」 を詩 に よ って説 明 した ので す。

ジ ョセ フの詩 を紹 介 す るに あた って， タ

イム ズ ・ア ン ド ・シー ズ ンズ社 の編集 者

は前書 きに，次 の よう に書 いて い ます。

「この世 の狭 あい な制約 を何 ひ とつ受

ける こ とな く， また地 上 の あ らゆ る有 能

な物 体 を超 越 して，彼 の思 いは， ほか の

数 々 の王国 へ と舞 い上 が り，永 遠 の秘 密

を解 き明 かす。 そ して，造 られ た諸 々 の

世 界 と ほかの天 体 ， それ に その世 界 を制

御 す る律 法 とそ こに住 む 人々 の有 様 に思

いを馳 せ るの で ある。」(「タ イ ムズ ・ア ン

ド ・シー ズ ンズ」4181)

ジ ョセ フの詩 は， 教 義 と聖約76：22-

24と 呼 応 す る もの で す。

しか

而 して今 ， す べて の証 はな され た り

20

あかしぴと

真 の証 人 によ りて， 彼 を知 りし者 に

よ りて

こ は， 最後 に して な した る我 が証 な り

主 は生 きた も う， 実 に生 きた も う

而 して神 の み く らの右 に座 した もう

我 ，天 よ り出 ず る証 の大 いな るみ声 を

聞 け り

彼 は救 い主，神 の独 り子 な りと

諸 々 の世 界 は彼 に よ り， 彼 の手 を経 て
よ

また彼 に因 りて先 に作 られ た り

天 に てな され し， このみ業 は
すぺ

疑 う術 な く明 らか な り

は じめ

世 の太初 よ り終 わ りまで
よろずびと

諸 々 の世 界 に造 られ し万 人 は

我 らを救 いた まい し救 い主

その お方 に よ りて救 わ る るな り

我 らは皆 ，神 よ り生 まれ し，冒、子 と娘

全 き真理 どみ力 によ り， 我 らは皆

救 わ る るな り

(「タ イム ズ ・ア ン ド・シー ズ ンズ」4：

82-83)

予 言者 は 「諸 々 の世界 に造 られ し万 人

は， 我 ら を救 いた ま い し救 い主 ， そ のお

方 に よ りて救 わる る な り」 と， は っき り

述 べ て い ます。 ジ ョセフ は また， この重

要 な出来事 が真実 で ある こ とを次 の よ う

に強調 して い ます。

「我
， 予言 者 ジ ョセ フ は， 神 によ りて

示 され た る永 遠 の縮 図 を，過 去 ，現 在，
まなこ

未 来 にわ た り霊 の眼 によ りて確 か に見 た

り。」(「タ イム ズ ・ア ン ド ・シー ズ ンズ」

4：82)

ジ ョセ フ ・ス ミス によ って明 らか に さ

れ た真理 の数 々 は，後 の指 導 者 た ち によ

って証 が な され て い ます。 オル ソン ・プ

ラ ッ トは次 の ような見 解 を明 らか に して

い ます。「も し原 罪 に対 す る罰 が，肉体 と

霊 との永 遠 の分 離 で あ るな らば， 正義 は

いか に して その要 求 を満 た し， 罪人 へ の

あわ

憐 れ みは い かな る形 で示 され るの であ ろ
すぺ

うか。 そ の術 は あ るの だ ろうか 。 あ ると

す れ ば， ま たい かな る もの で あ ろうか。

それ は，神 の愛 す る独 り子，神 の ふ とこ

ろに抱 か れ た方 ， 万物 の長 子 ， 万物 に勝

る生得 権 を持 ち， あ またの世 界 の救 いの

鍵 を持 ち た も うお方 に よ るので あ る。 こ

の お方 が いで来 た り， 堕 落 した人 の烏、子 ，

娘 た ちの死 とい う罰 の苦 しみ を代 わ って

お受 けに な る権 能 を持 って お られ るの で

あ る。」(「オル ソ ン・プ ラ ッ トの説教 と著

述 」N・B・ ラ ン ドウ ォール編 ，pp.361-

62)

同様 に， ジ ョン ・テイ ラ ー大 管長 は，

イエ ス ・キ リス トは諸 々 の世 界 の造 り主

であ り 「地球 以外 の世 界」 を も指揮 す る

鍵 を持 って お られ る こと を， ま た諸 々 の

世 界 に かか わ る救 いの鍵 もお持 ちで ある

こ とを公 言 して い ます。(「仲 裁 と瞭 罪 」

pp，76-77参 照)

現 在 で もこの テー マ は聖 典 を愛 す る人

人 に よ って説 か れて い ます。 マ リオ ン ・

G・ ロム ニ ー長 老 は， イエ ス ・キ リス ト

が諸 々 の世 界 に わた る天 父 の広 大 な ご計

画 にか か わ りを 持 たれ たこ とを認 め て い

ます。

「イ エス ・キ リス トは万物 の造 り主 で

あ り， 救 い主 で あ る。 また全 世 界 の主 で

もあ る。死 すべ き 肉体 を持 って の使 命 が

この地 上 に おい て成 し遂 げ られ た こ とは

別 として， ほか の諸 々 の世 界 に住 む人 々

と主 の 関係 は， 我 々地 球 の人 類 と主 の関

係 とま った く同 じな ので あ る。」(『全宇 宙

の主 イ エ ス ・キ リス ト』 「イ ンプル ーブ メ

ン ト ・エ ラ」1968年11月 号 ，p。46)

ブル ー ス ・R・ マ ッ コン キー長 老 も同

様 に証 して い ま す。 「イ エ ス ・キ リス ト

は， 人間 の力 で は数 える こ とがで きな い

ほ どた く さんの世 界 の造 り主 であ り，照

い主 で もあ られ ます。」(『キ リス トと創

造』「エ ンサ イ ン」1982年6月 号 ，p.10)
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さい こ

士 の裾 野,西 湖 の ほ と りで6ス テ ーキ部

(静岡,横 浜,東 京,東 京南,東 京西,

町 田)合 同 の独 身成 人 サマ ーカ ンフ ァ レ

ンスが開 催 され た。6ス テ ーキ部 合 同 の

大会 は今年 で2度 目で ある。 参加 人数 も

去年 を上 回 り,た くさ んの兄 弟姉 妹 が元

気 い っぱ いに顔 を そろ えて,大 会 の幕 を

開 け るこ とがで きた。手 さ ぐ りで準備 が

進 め られ た昨 年 の合 同大会 とは打 って変

わ って,今 年 は実 行委 員会,各 ス テー キ

部 のス タ ッフ と もキ ャ リア十 分,｢去 年 よ

りも良 い ものを｣と い う意 気 込 み が随 所

に見 られ た。実 際 どのプ ロ グラ ム も良 く

準備 され,こ の1年 間 で の一 人一 人 の成

長 が うかが えるようなものばか りであ った。

8月13日,昼 過 ぎ には西 湖入 りした各

ス テー キ部 か らの約400人 の 兄 弟姉 妹 が

体育 館 に一 同 に会 し,開 会 式 が始 まった。

会場 が 山梨 とあ って名将 武 田信 玄 に ちな

んだ時代 劇 風 の脚本 に｢Doit｣の テー マ

を込 めて スキ ッ トが演 じられ た。兄 弟姉

妹 の名 演技 や,駆 け つ けて くだ さ った地

区代 表 の浅 間玄 也長 老 の り りしい武 将 姿
カっさい

で のあ い さつ に拍 手 喝采 が起 こ るな ど,

楽 しい開幕 とな った。 それ だ けで は な く,

これ か ら始 まる4日 間,｢人 か ら何 か して

も らう こ とを期 待 す る よ りも,自 分 が周

りの人 の ため に何 か して あ げ よう｣と い

う決 意 を一 人一 人 の胸 に新 た に させ る開

会式 で あ った。

夜 には｢広 場 の時 間｣が 催 され た。 各

ユニ ッ トで準備 した模擬 店 は,氷 屋,駄

菓子 屋,ク ッキ ー屋 な どな つか しく楽 し

い ものば か り。 屋外 ス テー ジで は大会 の

テー マ ソ ング が演奏 され,ダ ンスパ ー テ

ィー が始 ま るな ど,静 か な木 々 に囲 まれ

た山 の広 場 は一 変 してお祭 り広 場 とな り,

にぎ やか な夜 とな った。 この 日は まだ初
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日,ほ とん どが初 め て会 った人 た ちで あ

るに もか かわ らず,何 年 も前 か らの友 人

で あ った よ うな思 いが する の は,そ こに

神 様 の 愛 の み手 が あっ て私 た ちを温 か く

包 んで くだ さった か らで あ ろう。

2日 目は,丸 一 日か けて｢な る ほ ど･

ザ･タ ラン ト｣が 行 なわ れ た。 これ は そ

れ ぞれ の才能 を伸 ば そ う とい う企 画 で,

登 山,テ ニ ス,手 話,ダ ンス,合 唱 な ど

13の コー スが用 意 され た。 まる っ き り初

め ての もの にチ ャ レ ンジす る人,普 段 か

ら興 味 の あ るもの を よ り伸 ばそ う とい う

人,才 能 を生 か し先 生 と して奉 仕 す る人

な ど様 々で あ っ たが,ど の コー ス も充 実

した一 日とな っ た ようで あ る。 あ る求 道

者 の姉 妹 は,以 前 か らや って み たい と思

って い た手話 の クラ ス に出 席 したの を き

っ かけ に,帰 って か ら も地 元 の手話 教 室

に通 い,手 話 をマ ス ター した い とは りき
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各 地 の た よ り
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劉

を はじめ,180余 人 の兄 弟姉妹 が参加 しま

した。

東北 地 方 に ステー キ部 が で きて か ら初

め ての合 同大会 と いう こ とで,準 備 の段

階 か らすべ てが未 経験 の ことで した。 ま

ず,各 地 方部,ス テー キ部 の独 身成 人 の

代 表 が集 まって 中央実 行 委員 会 を組織 し,

また各 ユニ ッ トごと に実 行委 員会 を設 け

ま した。 そ してプ ログ ラム の準備 も分 担

制 にし ました。 広 い東 北の各 地 に実行 委

貝 が散在 して い るた め,中 央実行 委 員会

を開 くの に も各 人 の大 きな犠牲 が 必要 で

した。 それ に もかか わ らず｢東 北 の若 人

一 人一 人 が
,燃 え るよ うな証 を得 るこ と

が で きた ら……｣と の思 い が私 た ちを駆

り立 て ま した。

会期 がお盆 と重 な った こ ともあ り,参

加 が危 ぶ まれ る人 々 もい ま したが,た と

え一 日だ けで も とい う熱 意 を持 った兄弟

姉妹 の参 加 に彼 らの強 い信仰 を見 る こ と

がで き ま した。 夜 勤明 けの状態 で その ま

ま大会 に合 流 して くだ さっ た兄 弟,仕 事

の都 合 で ま だだれ も起 き出 さな い午前4

時 に退 所 され た姉妹,最 後 の証 会 の た め

だ けに わざ わざ遠 路参 加 して くだ さ った

方々 な ど,彼 らの主 に対 す る姿勢 はす ば

らしい もの で した。 一方,自 分 の友達 と

一緒 に参加 され た兄 弟姉妹 もいて
,隣 人

愛 を実践 す る こ とに よって,よ い伝 道 の

機会 と もな りま した。

日頃 交流 が少 ない地方 部 とス テー キ部

の若 人 が一 同 に会 した とい うこ とで,あ

る程 度 の混 乱 が予想 され ま した が,15人

のグ ルー プ リー ダー の兄弟 たち と彼 らを
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支 え た15人 のサ ブ リー ダー の姉 妹 た ちの

献 身的 な働 きに よ り,皆 が ひ とつ とな る

こ とがで きま した。

盛 岡地方 部が 担 当 した 第1日 目,紹 介

ゲー ムや ウル トラク イ ズで楽 しんだ後,

夜 は キ ャ ンプ フ ァイ ヤー で い くっか の支

部 や ワー ド部 の寸劇 の発表 やフ ォー ク ダ

ン スがあ り,や み夜 に包 まれた ひ とつ の

空 間 で幻想 的 な ひ と ときを過 ご しま した。

仙 台 ステ ー キ部 担 当の 第2日 目,地 方

部 長会 や ステー キ部長 会,伝 道部 長会 の

役 員 の方 々 を講 師 と して,伝 道 や結婚,

神 殿･系 図,社 会 の中 での モル モ ンと し.

て のあ り方 な ど7つ の ク ラス に分 かれ て

セ ミナーが あ りま した。 特 に藤 村 ス テー

キ部 長 は姉妹 と共 に,神 殿 結婚 のす ば ら

しさ につ いて,ま た青柳 伝 道部 長 は宣教

師 の召 しの神 聖 さに つい て レ ッス ンされ,

各 ク ラス ともみ た まにあ ふれ た セ ミナー

で霊 的 な糧 をた く さん得 る こ とがで きま

した。

そ の後,約10キ ロの道 の りの課魎 ハ イ

キ ングで は;1歩 間違 う と自衛 隊の演 習

場 に入 って し まう とい う コー スに各 グル

ープ が一丸 とな って取 り組 み ま した
。途

中,期 せ ず して大粒 の雨 が降 り,立 ち往
ら

生 し ました が,実 行委 員 が ひ ざ まず いて

祈 る と.主の祝福 に よ り雨 は上 が り,ひ と

りの事 故 もな く終 え るこ とが で きま した。､

くた くたに な った その夜 は,日 頃 気 に

して いる もの の,な かな か話 し合 う機会

が な い ことを テー マ に取 りあ げ,デ ィ ス

カ ッシ ョ ンア ワー として本 音 でぶ つ か り

合 い,白 熱 した討議 を交 わ し ました。

4ロ ーカル

郡 山地 方部 担 当 の第3日 目は大会 を締

め くくる証会 で した。青 年 の家 の講 堂 に

は,み た まが共 にあ って,こ の大会 で得

た証 をみ んな で分 か ち合 い ま した。｢ぼく

は伝 道 に出 ます｣と 宣 言 され た兄 弟,｢神

様 は確 か に生 きてお られ ます｣と 涙 な が

ら に話 され る姉 妹,｢こ の大会 が終 わ って

も私 た ち はいつ まで も同 じグル ー プの仲

間 で す｣と 言 わ れ たグ ルー プ リー ダー。

だれ もが,主 か ら与 え られ た祝福 に感謝

い た しま した。皆 の証 の あ とに藤村 ステ

ー キ部長 が
,18年 前 に ご自身 が まだ求 道

者 だ った頃,東 京 で ベ ンソ ン長 老 をお迎

え して行 なわ れ た独 身 成 人全 国大会 の こ

とを振 り返 り,｢こ の大 会 が皆 さん に とっ

て の出発 です｣と お話 しされ ま した。 最

後 に青柳 伝 道部 長 が話 され,若 い と きに

行 な うべ き4っ の こ とと して,① 高 い学

問 を身 につ け るこ と,② 伝 道 に出 る こ と,

③神 殿 結婚 をす る こ と,④ 生 涯喜 んで す

る こ とので き る仕 事 に就 く こと,を メ ッ

セ ー ジと して頂 ぎま した。

大会 を通 じ教会 の外 で福 音 を実践 す る

こ との大 切 さにつ いて よく知 る こ とがで

き ました。青 年 の家 に宿 泊 して い る人 が

全 貝参 加 す るタベ の集 いで,讃 美 歌｢家

庭 の 中 に｣を 歌 い,ほ かの団体 の方 々 に

も よい気持 ちを味 わ っ てい ただ くこ とが

で きま した。 また,退 所 す る と き,青 年

の家 の職 員 の方 の前 で 丁神 よ また逢 うま

で｣を 全員 で合 唱 し,大 変 喜 ん で いた だ

く こ とがで き ま した。

多 くの兄 弟 姉妹 が燃 え る よう な証 を持

ち,伝 道 を,そ して神 殿 結婚 を決 意 し ま

した。 この大 会 の た め に各 人 が犠 牲 を払

い ま したが,主 か ら受 けた祝福 は その幾

倍 もあ り,個 人 の内面 にお いて 多 かれ少

なかれ 変化 が あ っ た3日 間 で した。

この大会 を行 な うに あた り,実 行委 員

の方 々 は じめ,多 くの方 々 が全 力 で働 い

て くだ さ った こ と,ま た指 導者 の方 々 が

最:後まで よ くフ ォロー して くだ さっ た こ

と,そ して い つ も主が そば にい ら して必

要 な助 け と導 き,励 ま しを与 え て くだ さ

った こ とに心 か ら感謝 いた します。(レポ

ータ ー:サ マー カ ンフ ァ レ ンス実 行委 員

長･渡 辺健 二)
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10周年を

迎えた熊本

支部新聞｢道｣

葦

撫

支部長会のメッセージを

掲載 し,ホ ームティーチングで

活用

●｢道｣の 編 集 委 員(須 恵耕 二 兄弟 〔左 〕,井高

寛 兄 弟,阿 部 登美 子姉 妹 〔左 〕,東 條 由加利

姉 妹)

●(右)今 年 の4月,第120号10周 年特 集 が

組 まれた｢道｣

道
第 ■20号

4月 支 音β長 会

6メ7セ ージ 主 は私違に先祖の救いを此くして おられます.

〔D邑CΣ認=15～1㊧

6チ やレンジ 必ず遍一まは累図作成の為に時簡 を作 りま しょう.

〔毎週聖餐会後｣ホ ールにてEQ主 催 の系図相陵所⇒咽;かれています

ので働判用下さい｣

198ε年度 熊本支師年聞テーマ

汝 ら我 が 戒 めを 守 らば 地 に栄 ゆべ し

1瞼5年4月 鱈本支部新聞｢這｣

発行=末 日蟹徒 イエ ス･串 リス ト散会 熊本支部 広報聾員会

O麗2蟻 本市保田匿本町952･4倉09磁7田0

§ も み の 木 懸

*私 の 匪禦

藤田 明智支音闊L吉 村 みどり賄怯

新聞が発行され満LD周年を迎えました.こ れまで多くの 私は､こ の6月 で韓宗 してか ら16年目に人ろうとしてい

兄剃 庸妹がその発行に当たoて 苦労して来られました.そ ます.私 の蜜族 は､おばあさんが仏数からカトリ7クに改

の全ての人々に心からの感紺とお礼を申し上げます.こ れ 宗して以来､親 艘全員が力 トリ7ク匿なり私は生 虞れてす

か らも皆様の協力のもとで更に良告新閨が発行され硯けら ぐに溌礼 を受i玉 その慣界の中で胃ちまし虹.おばあさん

れ愚様.心 か ら願 ワています.が 何故力 トリックに醜宗 したかは厚から豚い沈のですが.

あ6人 ヵ嚇 の頃τ一六野齪 弓弛齢じいち,ん を亡くし おじい富んという人に井欝におと准しく･Pとし6'臨 へ

ました6その時その少年は､残 された優しいおほあ5● ん 力強い男 まさりのおばあさんと しては､禺 い男に頼 るより

がかわいそ う炬と患い､何 故死んだのか､何 故おばあろφ 宗鼓に頼 る選 を運んだ との ことで､た ま記ま行 りた所がヵ

んを一人に したのかと喫臥 泣きました。少年が籍年になrト レックでしかもその 当時｣男 の人と女の人がたとえ家該

た時､そ の優 しか ったおばあちウんが亡くなりました.で も別々に座 って いた瞳 見てここだと思っ彪いう阿とも

しか し､その時膏年 は心に｢お ばあち,ん､お じいちゃ 頼りないおか しい ようなき っかけだったそうです.

んと一堵に住める樽に神段で身替わりの儀式が受けられる しかし､母 は信即 の篇 い人で私は毎靱6噂 から蛤まるミサ

様に してあげ るか らね.盤 昇で福背を受け入れるん悲よ.｣に 毎朝一緒 に集 ってい 喪した.で も中学を纏え高校 に入る

と思 い､そ う望い重 した.頃 から目分の信仰 に疑閣を詩ち始め自分が肩を僑じτいる

私違 は､室接は共に永還に住めると償じτいます。復活 のか考えれば考え る程分か らな くなってい告裏した.礼拝

をし､主 の蜜で毒祖に生活で巻ると儒じています。では亡 堂で30分も団分 も座 って十字梨を見続り､祈 り続島,たこと

くなった完祖の方々はどうなるのでし二う.そ の各えも然 もありました.そんな私が この末日聖能イエス･キ リス ト

リで すね.私 遂は 自分違だけτなく亡くなった先祖の方セ 教会に改宗し紀の は､東窟でモルモン唖を翼ったことがき

の復活 と救いを信 じているりであれば､何 故もっと系図壱 っかけでしたrモルモ ン瞳を紹介してくれた人の目の輝き

害けない ので しょう.侮故 も㌔と禰駁に行く入が増えな帆 と当晴ゐ0円 とい う畏 さ魔ひかれました.最 胡はジ冒セフ

のでしょう。 その原因をよ く考えま しょう.･ス ミスとい う人が留書に似せて霞いた本だと忠いました

皆さん睦､大好 音だ うたお じいちφんや優しかったおビ カ曳 暁め ば陰む租､こ れは人のカでは書けないと恩 い衷 し

あらやんと一輯に主の王国に住みたいとは思いませんか㌧ た.そ して教会を尋ね重敬師から瞳復のメッセージを闘い

そ職 燃 齢 縦 呪 国に人描 楓 秘 がその階 貯 塒 煙 耽 恥 と冨び･鮪 偽 きり蹴 えて瞭 す･

いてあげな｣地 ビいけ鯉 ん.鍵 ん､闇 砺 切 踊 ド,.綿 駐 の搬 の一鮎 して生甜 鮎 縦 本 獣 闘 し

　　　　霧灘墜ll塗蒙欝 驚

午
後12時 を回 った頃,私 は輪 転機 か

ら新 聞 が刷 り出 され る光 景 を眺 め

なが ら,何 と も言 えな い喜 び に満 た され

て い ま した。 熊 本 支 部 新 聞｢道｣(月 刊

紙,B4サ イ ズ,平 均4ペ ー ジ)第120

号 。私 は この10年 の歩 みの 中で,広 報 委

員 に召 され た兄弟 姉妹 が感 じて こ られ た

す ば らし さを,そ の とき改 めて感 じた の

で した。

私 が広 報委員 長 に召 され た のは去年 の

5月 の こ とです。 委貝 不 足 が原 因 で｢道｣

の発行 が苦 しくな って いた と き,藤 田支

部 長 か ら言 われ た｢何 とか して以 前 の よ

うに2枚4面 に紙 面 を増 や して新 聞 を活

気 づけ たい｣と い う言 葉 に私 も心 か ら賛

同 し,こ の責 任 を受 け る決意 を しま した。

と同時 に私 に とって非 常 に強力 な広報 委

員 を召 して くだ さった こ とに心 か ら感 謝

し ました。10年 と言 え ば,私 が教 会 に入

る2年 も前 か ら続 いて い るわ けで すか ら,

伝 統 を汚 す ことが な い よう にと最 初 は懸

命 で した♂ しか し,広 報 委員 会 は す ぐ に

スムー ズ に動 き始 め,自 分 た ちの作 った

新 聞が支 部 の皆 さんか ら｢お も しろい よ｣

と言 って も らえ るよ う にな りま した。

この新 聞 を作 るき っか け とな ったの は,

教会 堂 が建築 宣教 師 と会 貝 の手 に よって

建 て られ る こと とな った10年 前 に さかの

ぼ ります。 当時,支 部 長 で あっ た中村 良

昭兄 弟(現 在,福 岡伝 道 部 第一 副伝 道 部

長)は,建 築 が 始 ま る とき に,建 築 と い

う業 が い か に大 変 な もの で ある かを い ろ

いろ な方 々 か ら聞 か され る につ け,支 部

の教会 貝 一 同が 気持 ちを ひ とつ に し,万

全 に備 え な けれ ば この業 は完成 しな い と

強 く感 じま した。 そ こで｢広 報｣と い う

手段 を考 え られ たの です。｢広報 を通 じて

教会 の出来事 を伝 え る こ とに よ り,会 員

の心 を教 会 に向 け させ る｣と い う計画 は

成功 し,そ れ か ら2年 後 に は立派 な教 会

堂 を完 成 させ る こ とがで きま した。

中村兄 弟 は も うひ とつ,新 聞 が続 いた

理 由 と して,支 部 長会 の メ ッセー ジを載

せ た新 聞 をホー ム テ ィー チ ング に取 り入

れ た こと にあ る と言 わ れ ま した。 そ うす

る こ とに よ り,新 聞 の必 要性 が 自然 と会
　

員 た ちの間 に浸透 して い った ので す。

建築 を引 き金 にスタ ー トした｢道｣が

ここ まで続 いて きたの は,こ うい った 背

景 を通 じて支部 の会員 の中 に｢道｣が 根

づ いて い った こ とにあ るの で し ょう。 原

稿 を依 頼 して も嫌 な顔 ひ とつせ ず,引 き

受 け て くだ さ る会 員 の方 々 に,ど んな に

助 け て いた だい て いる こ とで し ょう。

現在4人 の委貝 でひ と り一面 ず つ を担

当 して い ます。簡 単 に内容 を紹 介 します

と,一 面 は支 部長 会 メ ッセー ジや 改宗 者

の証,二 面 は特 集 のペ ー ジ と して様 々 な

記 事 を載 せ て い ます。 三面 は,お もに伝

道 のペ ー ジで,宣 教 師 や新会 貝 の 紹介,

そ して簡 単 な 日常英 会話 をお もし ろおか

し くつづ る｢ワ ンポイ ン ト英 会話｣,四 面

は教 会 菜 園 の農 事 メモ や誕生 日,そ の ほ

か支 部 の 記録 や公 報 の ぺ｢ジ と して使 わ

れ て い ます。

｢支 部 の記録 と して恥 じな い新 聞 を作

る｣と い う目標 に添 っ て,毎 月新 聞発 行

に携 わ る ことが で き ますの で心 か ら感謝

して い ます。新 聞 を通 して教 会 に再 び来

られ る よ うにな っ た方 々 と会 って話 をす

る とき,こ の責 任 が神 様 か ら与 え られ た

もの で あ ると心 か ら感 じ,神 様 が生 きて

お られ る と強 く証 す る こ とが で きます。

そ してわ ず かな が ら もい ろい ろな形 で,

主 の み業 に携 わ る こ とがで き,心 か らう

れ しく思 い ます。(レポ ー ター:熊 本 支部

広報 委 員長･須 恵 耕=)

"や 解

解:乙2

Yi

癩緬.
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その よ うな状況 の中 で も明 る いニ ュー

スがあ りま した。1983年9月8日 に ご両

親 に先立 って息子 の弘 中量兄 弟(10歳)

が バプ テ スマ を受 け られ たの です。 久保

兄弟 姉妹 が蒔 かれ,渡 辺 兄弟 た ちが育 て

て お られ た福 音 の種 が この ような形 で芽

ばえ始 め たの です。 その後,教 会 に元気

に集 う量 兄弟 の姿 を 目に す るこ とがで き

る ように な りま した。 そ して,お 父 さん

の 弘 中兄 弟 の改 宗 に この量兄 弟 が大 きな

影響 を与 える こ とに な ったの です。

1985年 の春,量 兄 弟 は 中学校 入学 を前

に して,彼 が習 って い るバ イオ リンの レ

ッス ンに つい て ご両 親 の 弘中兄 弟姉 妹 と

話 を して い ま した。 量兄 弟 に とって これ

か ら本格 的 にバ イ オ リンをや って い くた

めに は,そ れ まで よ りもさ らに一層 の覚

悟 を し,練 習 を積 ま なけ れば な りませ ん。

ご両 親 が彼 の決 心 を確 か めた とき,彼 は

お父 さん に向 か って次 の よ うに言 い ま し

た。｢ぼくが本 気 で バ イオ リンの練 習 を し

た ら,そ の代 わ りに お父 さん は教 会 の こ

とを ま じめ に勉 強 して くれ る?ぼ く本

気 でバ イ オ リ ン練 習 す るよ。｣これ は彼 に

と って思 わず 口 をつ いて 出 た言葉 で した。

｢よ し
,そ れ は男 と男 の約 束 だ か らな。

お前が1年 間 バイ オ リンの練 習 に打 ち込

んだ な ら,。お父 さん も真 剣 に教 会 の こ と

を勉 強 しよ う。｣弘 中兄 弟 は答 えま した。

､この ときか ら約 束 の履 行 の た め に量 兄

弟 の努 力 が始 ま りました。 彼 は毎 朝3時

か4時 には起 きてバ イオ リンの練 習 を始

め,平 日に は4時 間 ぐ らい,休 みの 日に
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は6時 間 ぐ らい の練 習 を こ な してい き ま

した。彼 は これ を ご両 親 か ら言 われ てや

った ので は な く,毎 日自発 的 に続 け たの

で す。

この量兄 弟 の行 な い に よる模 範 は,お

父 さ んの心 を動 か し ました。約 束 の1年

が過 ぎ よ うとす る今 年 の春 か ら,い よい

よ弘 中 ご家 族 は家 族 み んな で教 会 に集 わ

れ るよ う にな り ました。再 度 レ ッス ンが

行 な われ,間 もな くお ふた りはバプ テス

マの水 を くぐ られ たの です。 奄 美大 島 か

らわ ざわ ざ来 られ た久保 兄弟 姉妹 もお迎

え して行 な われ たバ プ テ スマ会 は,言 葉

で は とて も言 い表 わせ な いほ どの霊 的 な

雰 囲気 に包 まれ て い ま した。

この会 で,弘 中兄 弟 は次 の よ うに証 さ

れ ま した。｢私 が 『教 会 に行 かな けれ ば』

と思 うよ うに な った のは,単 に息子 との

約 束 が あ っ たか ら とい うだ けで は な く,

ち ょう ど約 束 の1年 を過 ぎ る頃 か ら,信

仰 とい う ものが な けれ ば人生 を歩 んで い

く ことが 困難 だ とい うこ とを思 い知 らさ

れ るよ うな 出来事 が,次 々 と起 こって き

たか らで す。 この気持 ちの変 化 は私 に と

って奇 跡 で した。 今 の私 には信仰 は不 可

欠 な もの にな りま した。

私 自身,ま だ まだ弱 い人 間 です。 モ ル

モ ン経 にあ る よ うに,鉄 の棒 に し っか り

とつか ま って いな けれ ば,暗 黒 の霧 は容

易 に私 た ちを神様 か ら遠 ざ けて し ぎい ま

す。鉄 の棒 に つか ま って い るこ との大切

さ を痛 感 して い ます。 そ して私 の 改宗 の

き っか け を作 って くれ た息 子 に心 か ら感

謝 して い ます。 また 多 くの 方 々 に感 謝 し

て い ます。｣

また久 保兄 弟姉 妹 は｢11年 間,そ れ こ

そ文字 どお りに毎 日,こ の 日の こ とを祈

り続 け て き ました｣と,語 って い ます 。

この言葉 に象 徴 され る よう に弘 中兄 弟姉

妹 の改宗 には,ご 塚 族 を は じめ 多 くの兄

弟 姉妹 の信仰 と祈 りが あ っ たこ と を強 く

感 じず に はお られ ませ ん。

現在,弘 中兄 弟 は メル ケゼ デ ク神 権 を

受 け るため に準備 を して い らっ し ゃい ま

す。 また,ご 家族 の次 の 目標 は神 殿 参 入

で す。 これ か ら先,お ふ た りが模 範 的 な

ク リス チ ャ ンと して,ま た末 日聖徒 の 音

楽 家 と して さら に ご活 躍 され ます よう心

か らお祈 りした い と思 い ます。(レポ ー タ

ー:横 浜 ステ ーキ部 川崎 ワー ド部伝 道 主
まさのり

任･相 浦 真範)

私の家族の改宗
3代 続いた力トリックの信仰か

ら末日聖徒に

鹿児島地万部名瀬支部 久保 芳子

86年5月 は私 の こ れ ま で の生 涯 で

19 最 大 の喜 びの 月 とな りま した。 そ

れ は ひた す ら祈 って待 ち続 けた,娘 夫 婦

の バプ テ ス マが11年 目 に成 就 したか らで

す。 娘 陽子(弘 中)か ら電 話 で その 日が

5月4日 に決 まった と知 らせ が あ りま し

た。

少 し前,鹿 児 島地方 部 で5月 初 めの連

休 に神殿 参 入 す る人 た ちを募 って い ま し

た。私 たち夫 婦 も申 し込 ん で あ りま した。

8ロ ーカル
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わ たる熱 心 なカ トリック信 者 で した。

今 か ら11年 前 の1975年3月21日,私 た

ち親 子3人(妻 良子 と長 男信 夫)は 島の

きれ いな海 でバ プ テ スマ を受 け ま した。

当然 親戚 か らは異端 者扱 い され,村 入分

の状 態 とな りま した。 当時私 は カ トリッ

クの教会 の中 で重要 なポ ス トにあ り,あ

らゆ る仕 事 を取 り仕 切 っ てい ま した ので

いろ いろ な トラブ ルが あ りま した。 親戚

や熱 心 な カ トリック の信 者 た ち は,私 た

ち家 族 が離教 した の は一 時 の迷 い と考 え,

す ぐに復 帰 す る よう に と私 た ちの た め に

祈 って い たよ うで す。

末 日聖 徒 イ エス･キ リス ト教 会 に改 宗

して11年,私 たち が ます ます喜 びに満 た

され た生 活 を して い るの を見 て信仰 が本

物 で ある こ とを知 り,私 たち に対 す る不

信感 と軽 蔑視 もだ ん だん薄 れ て きつ つあ

ります。 末 日聖徒 の教会 の話 がで きる 日

も近 いよ うに思 わ れ ます。彼 らもキ リス

ト教 徒 で すか ら理 解 は早 い と思 い ます。

各 地 の た よ り
談鱒i購､､

ザ1讐1､
鐘喪 紘

騨羅 寧奪町lll
　1鴛 襯

姦 ♂･
℃ 罵 挙

●名瀬支部:〒894鹿 児島県名瀬市伊津部町27-3岱09975(2)2725

か つ てメ キ シコ の カ トリック教 徒 が教 会

ぐる みで改 宗 へ と導 かれ た と聞 い てい ま

す。 これ か ら奄 美 の会 員 た ちの模 範 と伝

道 の努 力 に よっ て メキ シ コで起 こ った こ

とが あ り得 る と信 じます。

⑧ 月昭 さ批
JMTC第87期 生
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駿
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獅 ド 撫･

i･隔 還 論 畿

や

懲塀
息鴬

S:ス テー キ 部,D:地 方 部

W:ワ ー ド部,B:支 部

毒

名 瀬支 部 の もうひ とつ の願 い は,教 会

堂 の建 設 です。 敷地 はす で に購 入 されて

い ます。 もう一 息 一致 団結 して,こ の業

が 早 め られ ま す よ う祈 って い ます。(く

ぼ･し ん ぎ1915年 生 まれ)
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〈名 前〉
はつ こ

1.小 畠 初 子

2.仲 岡､㌧久 子

3.村 川 淳 子

4.山 下 博 美

5.菊 地 多佳 子

6.加 藤 映 子

7.関 真 由美

〈出身地〉

東京南S/渋 谷W

高松S/八 幡浜B

福知山D/彦 根B

岡山S/福 山B

仙 台S/石 巻B

名古屋S/春 日井B

東京西S/国 立W

〈伝道地〉 亀

大阪伝道部

名古屋伝道部

東京北伝道部

東京北伝道部

札 幌伝道部

札幌伝道部

札幌伝道部

〈名 前〉
と がし

8.冨 樫 公 枝

9,小 林 秀 江
さだ くに

10.貞 国 康 之

個.中 野 †専 史
いぬ まき

り2.狗 巻 孝

侶.U｣梨 政 広

〈出身地〉

盛 岡D/秋EEB

札 幌M/函 館B

大阪S/阿 部野W

高 松S/徳 島W

大阪堺S/≡ 国ケ丘W

東京西S/八 王子W

〈伝道地〉

東京南伝道部

名古屋伝道部

名古屋伝道部

札幌伝 道部

札幌伝 道部

神戸伝 道部

10ロ ーカル
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会 は夜 間 にあ り,幼 い子供 た ちや年 老 い

た者が安 息､日に これほ ど遠 い所 を2回 往

復 す るの は とて も困難 な こ とで した。

それ で私 はス テー キ部 長 の許 可 を得 て,

私 の家 で集会 をす る よ うにな りま した。

会 員 が ます ます増 えて40人 にな った1975

年5月,支 部 が組織 され,私 は支部 長 に

召 され ま した。 こう して私 の家 族 と親 戚

た ちを中心 と して始 ま った支 部 は,そ の

後 ワー ド部 にな り,そ れ も分 割 され て ま

た もう ひ とつ の ワー ド部 が組織 され,今

は ふた つ の ワー ド部 で575人 の会 員 を擁

す る までに増 え ま した。

私 は1978年4月 に ソウル ス テー キ部 の

第一副 ステ ーキ部 長 に召 されて奉 仕 して

い ま したが,1979年4月 に東 ステー キ部

が増 設 され,東 ス テー キ部 の第一 副 ス テ

ー キ部 長 に召 され ま した。 その後1980年

7月 に私 は ソウル西伝 道部 の管轄 区 内 に

引 っ越 し,教 会 は12人 が出席 す る伝道 部

直轄 の小 さな支 部 に集 い ま した。 引 っ越

してす ぐ に,伝 道 部 長 よ りそ この支部 長

に召 され ま した。支部 長 に召 され た翌 日

か ら宣 教 師 た ち を助 け て1年 に100人 の

改宗 者 を得 る こ とがで き,1982年9月 に

は211人 の会 員 を擁 す る堂 々 た るワ ー ド

部 に成長 し ました。

私 はこ の真 実 の教 会 に入 って,本 当 に

た くさん の祝 福 を受 け ました。 子供 たち

は皆 伝道 に出 て,任 期 を終 えて か らは,

神殿 結婚 を して永遠 に結 び固 め られ ま し

た。昇 栄 へ向 か って一 歩一 歩前 進 してい

る ようで本 当 に幸福 に思 って い ます。

私 はい つ も予 言者 の言 われ る とお りに

生 活 すれ ば,必 ずた くさんの祝 福 が頂 け

る とい う固 い証 を持 って い ます。

私 は50年 もの長 い 間プ ロ テス タ ン ト教

会 の会 貝 で した が,神 様 が前世 での立 派

な肇 を私 の末 の子 と して送 って くだ さ り,

その 子供 を通 して この真実 の教 会 に出会
め ぐみ

える よう にして くだ さい ま した恩 恵 に感

謝 して い ます。

今 韓 国 に は800万 人 の プ ロ テ ス タ ン ト

の会 員,そ の ほか カ トリックや様 々 の宗

教 の方 々が い ます。 彼 ら を真 実 の教会 に

導 く責任 は,実 に私 た ち にあ る と痛 感 し

てい ます。老衰 し,力 が尽 きるまで,私 は こ

の道 に精 進す る覚 悟 です 。(1924年生 まれ)

12ロ ーカル

各 地 の た よ り

マイスワールの

子供たち⑤

●後 列左 よ リニ 森長 老,マ ー リー

長老,藤 谷 兄弟,島 谷信 子姉 妹,

淳子 姉妹

谷 信 子 姉 妹,淳 子 姉 妹 が マ イ･

島 ス クー ル に初 めて参加 したの は,去

年 の9月 で した。 中学1年 生 のお兄 さん

に つい て来 る よ うにな っ たの です。

ふた りが バプ テ スマ を受 け たい と私 の

家 の玄関 で瞳 を輝 かせ て 申 し入 れ たの は,

今 年 の5月2日 の こ とで した。 す ぐに長

老 た ち との レ ッス ンに入 り,1カ 月後 の

6月1日 に,支 部 の兄弟 姉妹 た ちの見 守

る 中,種 子 川 でバ プ テス マを受 け ました。

信 子 姉妹 はマ ー リー長老 か ら,淳 子姉妹

は私 の主 人 か らバ プ テス マ を受 け ました。

清 流 で ふ た りは再 び生 まれ た ので す。

この ふ た りの美 しい姉 妹 た ち は,朝4

時半 に起 きて魚 市場 の お手伝 い に行 き,

家計 を助 けて い ます。 マ イ スクー ルの こ

とが テ レビに 出て以 来,市 場 の方 々が 我

が家 に対 して も好 意 を寄 せ て くだ さ り,

淳子 姉妹 は 自分 の働 きに よ って得 た エ ビ

や魚 な どを,早 朝 プ レゼ ン トとして くれ

た りす る ので す。週1回 の夫 の｢お 茶 の

間 レッス ン｣に も欠 か さずふ た りは参加

して い ます。 ま たふ た りの従 順 さや主 を

愛 す る心 が 日々大 きくな って い くの を見

て,い つ も主 に感謝 して い ます。

ふ た りに,ま たほ かの聖徒 とな った マ

.イス クー ルの生徒 た ち に次 の聖 句 を贈 り

ます。神 の聖 徒 た ちに… …。
む 　

｢神 の聖霊 を悲 しませて はい けな い
。

あ なた が たは,あ が ないの 日の ため に,

聖 霊 の証 印 を受 けたの で あ る。｣(エ ペ ソ

4:30)

主 が生 きて ま し まし,日 々私 たち を愛

して くだ さ って いる こ とを証 い た します。

(高松 ス テー キ部新 居 浜支 部 セ ミナ リー

教 師･藤 谷 利 恵子)
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肇
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ダ

黒

響 華

心の誕生日

高松ステーキ部新居浜支部

島谷 信子(12歳)

プ テス マ を受 けたの は,6月1日

バ で 妹､い 。し､に 受けました..

バプ テ スマ を受 け る と き,た く さんの 人

人 が参 加 して くだ さ り,本 当 に神 の子,

教会 の一 貝 と して が んばろ うと いう心 に

な りました。 そ して,兄 弟姉 妹 と も仲 よ

く,気 が るに話 せ る よ うにな りま した。

とって も うれ し いで す。

バ プ テ スマ を受 け る1カ 月 ぐらい前 は,

長 老 た ちが,教 会 や私 の家 で,聖 書 の こ

とや さば きの こ とな どに つい て教 え て く

れ ま した。本 当 に感 謝 してい ま す。

6月1日 が｢心 の誕生 日｣と な りま し

た。 兄弟姉 妹 た ちは,誕 生 日が ふた つあ

ります。 心 の誕 生 日は心 が1週 間の う ち

に汚 れ て し まうの で,安 息 日に パ ンと水

をい ただ き,心 を きれい に し ます。 で も

また よ ごれ て しま うので,何 回 も く り返

し教 会 へ行 きま す。

教 会 で は,聖 書,モ ル モ ン経,き ょう

ぎとせ い や くを開 け,兄 弟 姉妹 た ちのお

話 を聞 きます。 人 そ れ ぞれ思 って いる こ

とを お話 しし ます。感 動 す る こと,か わ



inm

創･日81目【主【90iヒ劉｢副俵日礁｣●

O

O

/1一わ

飽ぞ
働

溜。
O

c

一
(2'y(向!1･21彫畢

つ)｢。曾禦ユ⑦(}⑦9珊ア1國並

`曾禦立(へ¢(へ…き`ア1～享4Yq∩

葛⑦922｣嶋ε毒9ン6ム

。ゑ率

皐逞21罷薯母的竈魚宰ゑ⑦挫

。
.巨率白【¢9>こP鰹二～⊇⑦

禦睡。享翠雛〉ユ∩!郵⊃鷹駈卿≡

曜竈･旧翻‡諮鮒髄i
.飢･柏⑦碧ユ2`判⑦〉≡

身⊃14r-4∠♪ム。ゑユ畢赫罪1≡

窪･飢画馨囁辛⑦一6ム♪≡

μ。⑳興Yq(鴨ユ2寧1妻

鼻4Y⑦サ導。ゑ率(唱｢24G垂

魁嘲宗輔囎･1
【4螺駅ア1)に⑦lif。4∩率(へ…き認≡

き

〉ユ来V皐>4鰹穿4Y(〃等導≡

`ユqユ算軸〉甲き鱗並･日41

4瞬ム∠4y･日1目gl

。ゑ累qユ∩鍵蛸像ユ2
…

⊃1劉贈･4∩睾,悼認〉ユ≡

∩豪･く×孤･/巨41`ユ来⊃魑≡

⑦禦僻僻贈･新螺∩≡

母蟹餉撫ム∠4y鮒1

盛～享蝉禦2挫。.巨ユ皐24G身.

ユq62四噛象暫99`藤∩!哨啄≡

蝉9瞬挫`ユqユG身⊃{4r一〃≡

躍椴麹雌i

。認
q
ゑ
溜
9
Q
>
G
つ

､勲
Y
三

。認
∩
鍔
2
｢
貯
ツ
燦

留
靱
轟
効
璋
¥
味
9
認
ワ
望
壱

諏
Y
諏
重
¥
ユ
G
?
効
蟹
9
宙
蝉

ツ
φ
曾
q
諜
｣
勲
γ
皐
3
遡
諏
Q

囲
絃
⑦
ゑ
巽
勲
G
接
∩
魏
⊆
蝉
9

認
味
3
±

。9
9
味
ユ
嫁
蚕
々
謡

勲
Q
聴
諏
薯
餅

､勲
ツ
含
算
晋
⑦

。量
α
ギ
?
｢
諏
G
螺
∩
捻
9
ユ

惣
〉
ユ
G
菖
蝉
催
盛
象
Q
露
&
酬

瀞
助
認
G
似
つ
隠
9
螺
騨
｣

。謬

湖
ユ
破
つ
柔
》
∩
膿
ぞ
｢
γ
φ
気

Q
鯨
｣
勲
勇
認
味
3
士
。
譜

鋤

⑦
γ
皐
樹

。曾
Q
鮮
颯
留
曾
〉
ユ

ぴ
鯉
&
迎
聾

､回
門
醸

､遷
Q

｢
ゑ
､払
啄
認
味
3

ま
諏
9
甲
⑦
助
署
陳
ユ
G
苛
効
雅

。ゑ
率
q
ユ
G
働
象
Ψ
叢

曳
串
泓

鮮
?
つ
曾
ゑ
階
璽

､Q
噺
柔
螢
暴

転

專
ぞ
〉
ゑ
〉
ゑ
勲
Y
三
鉱

中
⑦
》
暑
⑦
勲
9
認
》
譲
Q
。ゑ

立
9
¥
Q
多
蝉
瑠
醐
効
年
⑦
豪

⑦
瓢
断
螺
聴
峯
箪
効
鮨
螺
慰
､9

∩
a
勲
峯
Q

。鉱
n
悉
嫁
〉
ユ

G
φ
勲
虫
丁
才
灘
頃
柔
勲
蒋
尉
罷

⑦
》
勲
Q
像
畠
影
⑦
臓

､勲
蟹
φ

啄
則

。
螺
n
立
G
一ラ
∩
算
G
{勲
儲

曇

､
勒
翌
↑
Gぐ
3
⑦
⑦
剥
以
巌
蝉

電
蒸
ユ
喫
雌

､血
蟹
VA
。ま
曾
勲

樹
勲
鯉
認
⑦
Y
鋤
勲
屋
Q
貯
｣

。認
γ
鼠
湯
灘
認
皐

ユ
卿
G
胃
章
Y
三
整

､鮮
⑦
Q

n
㎎
9
曇

一
､蝉

。量
Q
甲

､ぞ

｢q
諏
皐
旦

味
立
日
彰
9
認

G

認
醒イ
9
望
｣

。9
Q
身

｢
桑
暫
騨

⑦
曾
冨
口∀
合
異
?
翼
》
》

､∩
曾

2
螺
勲
像
駈
剛
｣
勲
Y
三

。葺
宗

ユ
喫
駈
q
蟹
効
弔
ー
〃
×
あ
ム

。蟹
鼠
酵
塑
ぞ

｢ゑ
峯
惣
9
螺
ユ

6
膨
〉
貯
螺
笛
¥
鮮
魁
ユ
G
ぞ
勲

気
以
味
2
去

､蝉
ゑ
立
醗
寄
⑦
購

職
諏
鱒
珊
雷
認
G
陽
妥
功
｣
。曾

⑭
潔
弦
耳
直
忌
⑦
を
宙
蝉
ム
侭
ぐ

〈
士
×
諏
ツ
つ

､蝉
9
q
勲
蟹
φ

象
8
⑦
ぞ
｢9
螺
Q
>
贈
｣

。曾

峯
影
?
曾
勲
勲
亙
蝉
嬰
琴
諏
G
q

ぞ
｢
γ
φ
2
晋
⑦

滋

｣
｢
嫁
認

鋤
飯

鞭

幣

翫
影

轡

申

弔
舗 勲螺 繍鵬'

､

晒

､辞

'

勲
日
｣▽
｣

。曾
V
一勲
㌣
?
?
勲
講

一キ
像
2
去

､日
彰

､勲
欝
宙

饗
立
マ
立
由
丁⑦
ツ
嘱イ
實

。駿
勲
螺
ゑ
単
2

｢ギ
曾
勲

禦
絃
Q
裂
Ψ
9
認
囎
尉
皐
卿
蝉
9

>
澱
｣
｢9
認
Q
ユ
∩
コ
叢
ユ
鄭

q
敦
G
螺
2
蟹
∩
｣
灘

E

､効

牒
魯
⑦
@
裟
畢
囎

輩
溺
ユ
Q
弩

γ
↑

琢
謬
⑦

。曾
算
助
像

諏
Q
蓉
癒
､
勲
鉱
｢

諏
厚
毒
溺
⑦
》
勲
禰

Ψ
暫

､翻
⑦
虫
一
表

。蕎

曇
則
味
n
"

得
曾
三

"
ズ

乳
ら

も

ぎ

疑
浜
職鋸
齢

'

∵
蹴
嚢

躍

い

悌
講
銑

･灘

露
偽戦

犠
"

誓

･
難

算烈蝉

ぞ

射

ル
'

害
㌻

　 訓 脚

､
露

､

㍗

鉾

灘騰

繊
綴
鍵

難

.鼎

醗難

鐙
騨
臨

鍵

'

`

暢

誕

Q>(ン尊6Ω^割葦獅宵

J

一.一

G,

一

､舞≡潮【冒 一昌.一

　､鴫
(蓬≡轟･ 一一!.

催1.へ＼ `

擢､=＼ 　覧一一▼

濯嘔

冊
。認
写
纂
&

↑
算
則

〃

φ

像
溝
聾
V

嬢

脇
｣∀
。認
冨
頁

禰
立
α
峯
質
G
{

亥
Ψ
勲
量
Q
ぞ

"
謂
鷺
γ
9
象

像

。〉
瞬
立
射
葦
蝉
獅
猶
勲
》
勲

訟
明

､蝉
曾
賜
鮮
蟹
樹
勲
尊
瞳

。認
∩
腫
騨
21
皐
n
9
劉
鐘

⑦
麹
本

､キ
獲
⑦
つ

､罰
γ
皐
量

遡

。認
G
禦
立
γ
要
宰
暴
ぞ

｢α

Q
つ
遡
γ
φ
2
露
⑦
｣
立
く
詑
票

鮮
丑
留
⑦
遡
霜

。
｢

認
q
璃

畏
象
鰹
蝉
α
9
量
⑦
Y
団
乏
醤

。曾
蟄
Q
導
勲

蟹
毎
?

｢認
Q
｢
ざ
φ
蝶
立
禦
鯉

⑦
鰍
9
認
G
認
Y

[
｣
､勲
勲
認

｢壼
叫
Q
2
蟹
∩
2
獄
Q
諏
桑
畠

?
Q
耳
φ
喫
認

(曾
ユ
塁
)
ゑ
9

累
彙
Y
三
味
2
士
｣

。田
景
狂
士

葦
嬰
事
ユ
Q
働

&
γ
勲
訟
鼠
Y
=
マ
γ
φ
曳
凱
立

⑦
認
G
Q
ぞ

､Q
懸
蝉
螺
取
露
蝉

γ
皐
掛
｣

。認
G
劉
ユ
球
箪
蓼
瓠

窪
日
蝉
γ
噛
気
謬
⑦

､箪
曾
禦

田
互
士
=

。諏
G
籔
蝉
署
尉
⑦
留

ユ
つ
妾

､雛
笹
マ
味
2
去
Q
鰐
勲

勲
?
望

。認
G
認
中
鞍
曾
卓
撚
餌

馬∩
用
暴
通
蝉
圓
語
ユ
q
ユ
G
狙

絃
壬
C
φ
一[
4

。認
γ
蟹
ユ
宴
騨

効
潔

､胆
宙
¥
勲
蟹
菩
⑦
蝉
螺

当
畢
垂

､膨
⑦
鯛
齪

葦 ユ 多

。認
孝
9
妾
絃
口
唖
Y
三
?

｢γ

勲
⇔
⑦
γ
9
錬
螺
∩
γ
9
醤

､⇔

⊆
妾
｣
。
｢ぞ
蓼
γ
立

γ
再
胆

Ψ

､¥
革
¥
｣

。認
G
聾
蓼
鰯
勲

墾
窪
目
q
つ
q
噛馴
嚢

。認
G
翼
勲
奇
つ
9
聚
V

σ
ー
〃
×
♪
ム
効
臼
翻
*
隈
郵
蝉

Y
三
弱
質

､ユ
G
望
味
響
認
G
Q

マ
霧

團
勲
γ
φ
算
8
⑦
?
妻

⑦
γ
皐
酵
灘

。
｢
α
螺
ツ
》
ユ
n

皐
牽
勲
鷹
ー
〃
×
♪
ム
曾
q
ユ
q

圏
騨
莚
｣

。諏
勲
螺
融
疑
騨
9
昌)

¥
⑦
γ
翠
量

翼
G
認
認

[立
飛

等
ぞ
膿
瘤

。目
耳
お
辛
翼
薯
ユ
q

欝
麟
総

田
雛
日
ユ
Q
郷
立
季
翻
圧
鷺
士
9

螺
劇
V
組
出

。濯
壽
助
享
軍
⑦
ユ

∩
コ
虫
曇
ム
孤
〔
×
立
議
糠
着
製

侵
廊
〆
蟹
V
､勲
輩
罫

。認
鯉
鷹

効
馨

趨
蕊
勲
購
掴
〉
諏
味
割

。認
∩
螺
蒸
罰
琴

尉
螺
?
財

､ユ
G
攣
絃
鰺
裂
⑦
甥

螺
2
磁

。*
渤
島
Q
鋳

､蝉
認
G

9
無
廉
田
旦
十
=
ユ
G
留
勲
螺
勲

舞
琴
靭
瀞

。認
Q
ユ
儲
鋳
騨
聴
灘

勲
日
認
ツ
胚
⑦
¥
味
勲
審
出

､蝉

認
G
認
謡
勲
曾
用
騨
等
羽
瀞
⑦

醍
密
⑦
僻
醤

¥

轟

。認

G
口▽
∩
饗
勲

G
多
蕩
玄
勲
纂
認
味
2
士
⑦
Y
三

。
｢螺
9
φ
曾
似
G
讐
蝉
輩
菊
♪

ゑ
｣
｢似
9
⇔
γ
曾
塁
立
罫
箒
9

蠣
認
∩
望
｣

。転
∩
翼
麟

､日
V

十
冒
=
十
お
辛
認
G
遷
罪
∩
断
味

曝
量
鮮
讐
》
⑦
妾

。諏
Q
ユ
Q
樹

立
舞
瓢藻

遜
勲
(一
団)
蟹
魯

､鉱
瓢

藷
士
苺

。凝
蛎
(G
巴
γ
φ
9
劃
⑦

お
団

､(
二
)》
φ
算
響
⑦
⑦
曲
圧

霜
Ψ

､効
箪
藁
(三
)屋
Q
牢
ω
㌻

一
粛
中

。黛
q
}
6
興
鮮
凝
宵
Y

三
⑦
∩
強
山
効
群
ー
〃
×
を
ム

一nunwu.

(準0レ)を蚕ξ凋

鎧…葦婆{塾発麗士一壬と風豊

ユ(二旦?≦…⑦齪

●

竃鰍護
ユq∩露(き(}ユG2`6【49鰹マ2(きq

2き早藁像22⑦啄封導⑦Y`〉醇ユ4群

きミ喰豪22(囲×n士･×エレア1等導

。ゑ累白⑦q母2

⊇⑦Y曾qユ!y∩罪`Y曾【位∩!∩鼻

。ゑ翠(唱｢=～隊(う4調

禦ユ4陥景Y(∂老⊃源掌`2>囲母嬰脅

9老q(才く4`ぎ¢.巨準白鰍¢=～⊇隊9…≧q

o:?;卑⑦鱗号



各 地 の た よ り

欝

素

"

鑑
簿

箋
裁

雛

藩

離

鱒 覇

1

必 然的 に努 力 と忍耐 と を教 え られ ま した。

そ んな あ る 日の こと,大 学3年 の夏 も

終 わ ろ う とす る頃 で したが,思 いが け な

い出来事 が起 こ りま した。 いっ もの よ う

に アルバ イ トか ら疲 れ て帰 って くる と,

私 の アパ ー トに差 し出 し人 の住所 も名 前

も書 かれ て いな い封 筒 が届 いて いて,そ

の 中 を開 けて見 る と,な ん と10万 円 の小

切 手 が入 って お り,同 封 の メモ用紙 には

｢工藤 兄 弟
,伝 道頑 張 って くだ さいね｣

と記 され て いま した。私 は この夢 の よ う

な祝 福 に膝 をか がめ,主 に深 々 と頭 を垂

れ,目 頭 を おさ え るのが精 い っぱい で し

た。 お礼 の 申 しあげ よ う もあ りませ ん。

購臨 釜難三鰹騰霞

私 に対 して支 部長 は｢神 か ら選 ば れた者

は と こと ん試 され るが,必 ず,す ば ら し

い祝福 が あ るよ。 よく耐 え たね,工 藤 ち

ゃん｣と 言 って私 を励 まし,共 に男泣 き

に泣 き,私 の選 ぼ うとす る道 が主 の みむ

ね に かな う こ とを確 信 させ て くだ さる の

で した。

またそ れ と相 呼 応 す るか の よう に,支

部 の会 員 た ち も我 が 身 の よう に親 身 にな

って励 ま して くだ さい ま した。 空 き巣 に

入 られ,私 が も らいた ての給 料 を盗 声 れ

て途方 に暮 れて い た と きに も,支 部 の方

方 は温 かな愛 の手 を惜 しむ ことな く与 え

て くだ さい ま した。私 は どれ ほ ど教 会貝

で ある こ とを喜 び,感 謝 したこ とで しょう。

やが て大管 長 よ り召 しを頂 き,主 の宮

居 であ る神殿 に参 入 で きる よう にな って

､擁 輪霧 喪ζ揮無壌 誠 誌 舜 認 窯冠縁5

臓
艶二

る よ うにな って い き ま した。 しか しそれ

とは裏 腹 に,田 舎 に住 む両親 の願 い は私

が進 み た い道 と は異 な り,自 分 たちの夢

と願 いを息 子 に託 す かの よ うに,大 学 を

卒 業 する前 に安 定 した職 業 に就 いて,自
あん ど

分 た ちを安堵 させ て ほ しい と嘆 願 す るの

で した。 私 は この こ とで とて も悩 み,自

分 の力 の な さ と至 らな さに 自責 の念 を覚

え ま した 。次 第 に年老 いて い く父母 の顔

を思 い出 す たび に,｢本 当 にす み ませ ん。

で も どうか私 の わが まま を許 して くださ

か らとい う もの,天 か ら新 しき知 恵 を賜

り,私 は 自分 の先祖 へ の思 いが強 ま りま

した。 厳 し い自然環 境 の 中で貧 し い生 活

を して こ られ た先祖 た ちに深 く感 謝 し,
○

なん とか して彼 らの願 いを この 身 を通 し

て か な えて あげ た い と思 い ま した。

私 が この現世 での すべ て の行程 を全 力

で走 り抜 き,主 に喜 ば れ る 日,私 を生 か

し,救 い を与 えて くだ さ る主 にお会 い で

き る 日を心 か ら夢 見 て い ます。(く どう･

まさ の リ1962年 生 まれ,横 浜 ステー キ
。婦 輔 韓 る燃 。藩。縛 燈鱒 輔･繍 幽 葛瀞 ㍗･か ㌶㌦ 慧 誤

い｣と,心 の中 で許 しを請 い ま したb私 部小杉支部出身)

が改宗してから6年 の年月がたち

私 ます が,現 在,主 が最 も愛 され る

僕,宣 教 師 として働 け る こ とは,実 に夢

は力 が な くと も必 ず,近 い うち にその恩

に報いるから… と.新 役 員 の 聖 任(任 命) ･
母 は私 を20歳 に して生 み,未 熟 児 で生

の よ うです。 毎 日,主 の安 らか なみ 手 に まれたため病弱であった私を父と母は自

包 まれ,み た ま を伴侶 と して生 活 で きる 分 た ちの持 て るす べ ての愛 と力 を注 いで
8月16日 から9月15日 までに日本東京管

こ とは とて も幸 せ な こ とで,主 の愛 を全 育 て て くれ ま した。 ま た父 と母 の名前 の
理本部会員記録統計課に通知のあった役

身 に感 じてい ます。
一字 ずつ を取 って名 付 けて くれ ま した。 員の異動(敬称略)

こんな私が主に仕えようと伝道をかす これまで私は両親の切なる願いが天に届 ●郡山地方部郡山支部

か に決 意 したの は もう5年 も前 にな りま

ひ ご

くかの如く,両 親の庇護め下で何の不満 新支部長:樋 □文男(前任者:辻 芳)

す。 それ か ら とい う もの は見 ようみ まね も な く成長 し ま した。私 は両 親 か ら どれ
●名古屋ステーキ部名東北ワード部

で伝道 に備 える こ とを始 め ま した。 しか
あえ

しながら両親の反対に喘ぎ,大 学の勉強

ほ ど愛 され て いる かを考 える と き,心 底
Q

か ら両親 に感 謝 した い気 持 ち にな ります。

新監督:U｣□ 貴幸(前任者:翠 勇夫)

●広島ステーキ部五日市ワード部

で悩み,ま た伝道資金などの経済的な問 そ の よう な状 況下 に あっ た私 は,伝 道 へ 新監督:成 林孝治(前任者:塚 本英輔)

題を解決しなければならない状況にあっ の決 断 は正 しいか どうか を一心 に主 に伺

たた め,だ れ もが そ うで ある よ うに私 も

準備 は一 筋 縄 で はい きませ んで した。 そ

れで も法 律 の勉 強 と アルバ イ トとを両立

わ な けれ ばな りませ んで した。

時間 の経 過 とと もに私 の心 は次 第 に宣

教 師 とな る こ とに傾 いて い き,す べ て を

冨
閣『

させ る道 を考 え,希 望 を つな ぐこ とに し

ま した。 それ は私 に とって孤独 な道 で,

投 げ打 って で も主 に従 い たい とい う気持

ちが強 くな りま した。 その よう な孤 独 な
;一 叢畢
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各 地 の た よ り

大関洋一支部長

●新潟支部所在地:

〒950新 潟県新潟市

長潟3-10-14

×0252(86)7513
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また 日本 地図 で は,ワ ー ド部支 部 が数 多

くある東 京周辺 部 は,拡 大 地 図 を作 らな

け れば位 置 を示 す ことが で き ませ ん で し

た。 それ に比 べ,新 潟 地:方部 はあ ま りに

も寂 しい よう に感 じ,よ り一 層伝 道 の必

要 性 を思 わ され ま した。

その ほか の展示 物 と して,扶 助 協会 で

は｢女 性 の才能 の場｣と 題 し,各 人 が 日

頃 か ら努 力 して制 作 した絵 画 や手 芸 品 な

どが展示 され ま した。 初 等協会 で は子供

た ちが 自画像 を描 いて 自分 た ちを紹介 し

ま した。 また映画 の上 映 もあ り,教 会 員

で ない方 はも ちろん の こ と,教 会 員 も改

め て教 会 を知 るこ とので きる場 で した。

この オープ ンハ ウス を通 して会 員 一人

一人 の隠 れ た才 能 を知 る ことが で き ま し

た。 また この企画 を短 期 間 に まとめ あ げ

るこ とに よ り,今 年 の支部 目標 の ひ とつ

で ある｢一 致｣を 図 る こ とが で き ま した。

神 は私 た ち一 人一 人 に違 った才 能 を与 え

て くだ さ り,各 人 が そ の才 能 を発 揮 して

ひ とつ の もの を作 りあ げ ると きに主 の み
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手 が あ った こ とを知 る こ とがで きま した。

新 しい建 物 で の初 め ての企 画 で あ った

オー プ ンハ ウ スは,夜8時 に幕 を下 ろ し

ました。私 た ち新 潟支 部 は この 時点 を も

って新 た に出発 した よう に思 い ます。 い
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つ まで も｢オ ープ ンハ ウ ス｣の 精神 を忘

れ る こ とな く,周 囲の方 々 に様 々 な活 動

を通 じて教会 を紹介 して い きた い と考 え

て い ます。(レポー タ ー:新 潟地 方部 若 い

男性 会長･田 中武 男)
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●心 に残 った記事の感想文,各 地の話題や行事,｢日 々の恵み｣コ ーナ
ーの証 ,｢職 業 と信仰 シ リーズ｣,カ ッ トなどをお送 りください。来年

度1月 号掲載分の締切 リは11月10日(必 着)で す。投稿 には必ず連絡先

(電話番号)と教会での責任(役 職名),生 年 月日を記入 して ください。

お送 りいただいた原稿 は一部手直 しすることがあ ります。

●あて先:〒106東 京都港 区南麻布5-10-30末 日聖徒イエス･キ

リス ト教 会｢聖 徒の道｣編 集室 容03(444)5264

●
各
国
の
教
会
員
数
と
神
殿
の
所
在
地
を
示
し
た
､

大
の
世
界
地
図
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■お知らせ 〔教会書籍の注文および
送金先の変更〕

●教会轡籍 および｢聖 徒の道｣の お 申し込み先(送 金を含む)が従来の

渋谷ブ ックセ ンターか ら管理本部経理課に10月8日 付で変更になりま

した。商品についてのお問い合わせ は渋谷ブックセ ンターですが,ご

注文は次のあて先 にお送 りくださ'い。

●〒106東 京都港区南麻布5-10-30末 日聖徒イエス･キ リス ト教会

管理本部経理課 費03(440)2351(代 表),郵 便振替(口座 名/末 日聖徒

イエス･キ リス ト教会 管理本部経理課 口座番号/東 京0-41512)

16ロ ーカル




	表紙
	目次
	ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ第二副管長　ｼﾞｪﾌﾘｰ・R・ﾎﾗﾝﾄﾞ
	神権定員会の職務　ｼﾞｮｾﾌ・B・ﾜｰｽﾘﾝ
	家に向かって
	質疑応答
	モルモネード
	そんなはずはない
	ﾁｬｰﾁﾆｭｰｽ

